
昭和41年頃の出初式・放水

今も昔も 放水の力強さは人と町を守る
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長崎県長与町議会

だ
よ
り

ながよ

◎放課後児童クラブ設置などを可決
◎15人が問う一般質問
◎第2回議会報告会開催
◎『長与の歴史を写真で語る』

2
4～19
22
23

12月定例会152
No.

町
議
会



2ながよ町議会だより　No.152

問�

臨
時
福
祉
給
付
金
に
か
か
る
時

間
外
手
当
を
増
額
し
た
要
因
は

何
か
。

答�

未
申
請
世
帯
が
か
な
り
の
件
数

（
１
５
１
８
件
）あ
り
、
そ
の
事

務
に
時
間
を
要
す
る
た
め
で
あ

る
。

問�

保
育
所
整
備
補
助
金
は
、
ど
こ

へ
の
補
助
な
の
か
。

答�

榎
の
鼻
団
地
内
に
予
定
さ
れ
て

い
る
保
育
所
で
あ
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算
審
査
で

の
主
な
質
疑

問�

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
設
置
補

助
金
は
ど
の
場
所
か
。

答�

中
央
商
店
街
の
市
場
付
近
に
予

定
し
て
い
る
。

問�

長
与
小
校
区
児
童
ク
ラ
ブ
の
過

密
状
態
は
解
消
さ
れ
る
の
か
。

答�
効
果
が
期
待
で
き
る
。

問�

町
道
管
理
委
託
料
の
中
身
は
何

か
。

答�

高
田
越
ト
ン
ネ
ル
の
照
明
が
劣

化
し
暗
い
た
め
交
換
を
予
定
し

て
い
る
。

問�

町
道
等
維
持
補
修
工
事
費
の
使

途
は
何
か
。

答�

高
田
地
区
や
長
与
駅
付
近
の
川

沿
い
の
道
路
に
路
側
帯
を
引

く
。
そ
の
他
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
や

舗
装
を
予
定
し
て
い
る
。

問�

町
立
小
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
リ
ー

ス
料
を
減
額
し
て
い
る
理
由
は

何
か
。

答�

当
初
、
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
型
を
５

年
リ
ー
ス
で
契
約
予
定
し
て
い

た
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
も
普

及
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
も
選

択
肢
に
入
れ
た
い
。
契
約
を
一

年
間
に
変
更
し
、
そ
の
間
検
討

し
た
い
。

問�

個
人
事
業
主
へ
の
源
泉
徴
収
漏

れ
は
い
つ
気
づ
い
た
の
か
。

答�

２６
年
８
月
、
税
務
署
か
ら
点
検

依
頼
が
あ
り
調
査
の
結
果
判
明

し
た
。
町
が
委
託
し
た
公
認
会

計
士
、
建
築
士
な
ど
へ
の
支
払

い
に
係
る
５８
件
、
約
２
５
２
万

円
と
な
る
。
不
納
付
加
算
税
と

延
滞
税
は
町
負
担
と
な
る
。

問�
原
因
と
再
発
防
止
策
を
ど
う
す

る
の
か
。

答�

個
人
事
業
主
を
徴
税
義
務
の
な

い
法
人
と
誤
認
、
委
託
料
支
出

は
源
泉
徴
収
義
務
が
な
い
と
誤

認
し
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
今

後
は
確
認
徹
底
と
、
審
査
を
強

化
し
再
発
防
止
に
努
め
る
。

職
員
給
与
条
例
を
改
正

可決
全会一

致

可決
全会一

致

榎
の
鼻
団
地
に
保
育
所
、中
央
商
店
街
に
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
設
置

　
２６
年
第
４
回
定
例
会
を
１２
月
２
日
か
ら
１５
日
ま
で
開
き
、一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
議
案
１0
件
、

議
会
提
出
議
案
１
件
を
可
決
。２
件
の
請
願
を
そ
れ
ぞ
れ
採
択
・
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

　
２６
年
１１
月
２５
日
、第
1
回
臨
時
議
会
を
開
き
、町
職

員
の
給
与
改
正
の
条
例
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。提
案
理

由
説
明
、質
疑
の
後
、全
会一致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
人
事
院
は「
官
民
格
差
の
是
正
」と「
給
与
制
度
の
総
合

的
見
直
し
」を
内
容
と
し
た
勧
告
を
出
し
た
。県
人
事
委

員
会
も
こ
れ
に
準
じ
て
改
定
、本
町
も
国
や
県
に
準
じ
て
対

応
し
て
き
た
。今
回
は
、職
員
労
働
組
合
と
合
意
し
た「
官

民
格
差
是
正
」の
部
分
を
提
案
し
た
。内
容
は
、通
勤
手
当

や
勤
勉
手
当
、給
料
月
額
な
ど
の
改
定
で
あ
る
。

■問�

給
与
が
引
き
下
げ
に
な
る
職
員
は
い
る
の
か
。

■答�

引
き
下
げ
に
な
る
職
員
は
い
な
い
。

■問�

引
き
上
げ
総
額
は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

■答��

約
１
３
０
０
万
円
の
増
で
あ
る
。
し
か
し
、定
年
退
職

な
ど
の
減
額
が
あ
り
、人
件
費
は
原
形
の
予
算
内
に
収

ま
る
。

提
案
理
由

質�

疑�
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共
同
処
理
し
て
い
た
水
道
用
水
供
給
事
業
の
経
営
に
関
す
る
業
務
が
終

了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
企
業
団
が
借
り
入
れ
た
企
業
債
の
う
ち
町
負
担
分�

3
0
7
0
万
円
を
一
括
繰
上
償
還
す
る
た
め
、
負
担
す
る
も
の
で
す
。

問�

水
の
確
保
と
今
後
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

答�

河
川
水
利
権
で
対
応
す
る
。
ま
た
、
地
下
水
ボ
ー
リ
ン
グ
を
再
度
検
討

す
る
。

●
国
民
健
康
保
険
条
例
の
改
正

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
妊
産
婦
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
出
産
育
児

一
時
金
を
39
万
円
か
ら
40
万
４
千
円
に
増
額
し
ま
す
。
町
か
ら
の
総
支
給
額
42
万
円
は
変

わ
り
ま
せ
ん
が
、
産
科
医
療
保
障
へ
の
掛
金
を
３
万
円
か
ら
１
万
６
千
円
に
引
き
下
げ
ま

す
。 

本
改
正
は
健
康
保
険
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
う
も
の
で
す
。

問�

子
育
て
支
援
の
観
点
か
ら
、
出
産
育
児
一
時
金
を
上
げ
る
こ
と
は

考
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
。

答�

本
改
正
は
、
町
内
の
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
対
象
で
あ
る
。

社
会
保
険
な
ど
の
加
入
者
の
出
産
育
児
一
時
金
40
万
４
千
円
と
の
整
合
性
を
図
っ
た
。

問�

出
産
育
児
一
時
金
は
妊
産
婦
に
直
接
支
払
わ
れ
る
の
か
。�

答�

総
支
給
額
42
万
円
は
、
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
を
通
じ
て
医
療
機
関
に
支
払
わ

れ
る
。
出
産
費
用
が
出
産
育
児
一
時
金
40
万
４
千
円
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
出
産

費
用
の
差
額
を
妊
産
婦
に
直
接
支
払
う
。�

問�

帝
王
切
開
の
場
合
の
出
産
費
用
は
ど
う
な
る
の
か
。

答�

帝
王
切
開
は
医
療
と
み
な
さ
れ
、
そ
の
範
囲
に
つ
い
て
医
療
分
の
３
割
を
妊
産
婦
が

負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。

産
科
医
療
保
障
制
度
と
は

　
新
生
児
が
身
体
障
害
者
障
害
程
度
１
級
と
２
級
相
当
の
脳
性
ま
ひ
と
認
定
さ
れ
た
場
合
に
、

妊
産
婦
に
総
額
３
千
万
円
の
補
償
金
が
支
払
わ
れ
る
制
度
。

��

水
　
道

　
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
の
指
定
申
請
に
係
る
手
数
料
を
徴
収
す
る

た
め
の
改
正
で
す
。

問�

今
回
、
改
正
す
る
手
数
料
は
ど
の
よ
う
な
用
途
に
利
用
さ
れ
る
の
か
。

答�

職
員
の
事
務
費
相
当
分
を
徴
収
し
、
人
件
費
と
し
て
利
用
す
る
。

��

下
水
道

　
排
水
設
備
工
事
店
の
指
定
に
係
る
申
請
の
規
定
、
当
該
設
備
工
事
店
の

指
定
に
係
る
手
数
料
の
規
定
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

問�
指
定
店
の
指
定
期
間
、
新
規
登
録
申
請
を
し
た
場
合
、
ど
う
な
る
の
か
。

答�

期
間
は
5
年
。
新
規
登
録
の
手
数
料
は
1
万
円
で
あ
る
。

ど
う
な
る
　
水
事
情

可決
全会一

致

出
産
育
児
一
時
金
を
増
額

可決
全会一

致

上
下
水
道
の

工
事
事
業
者
の
申
請
手
数
料
を
徴
収

可決
全会一

致



一般質問の記事
　質問した議員が執筆したものです。
　原稿は、原則として1000文字以内で要約したもの
で、原文を尊重して掲載しています。

会議録の閲覧
　会議録は、長与町図書館、長与北部地区多目的研
修集会施設、高田地区公民館、上長与地区公民館、
長与町ホームページで閲覧できます。

一般質問
　質問は、行財政全般にわたって議員主導の政策
論議をするもので、議員も執行側も十分な準備を必
要とすることから、事前通告制です。
　制限時間60分の範囲内で、一問一答制をとって
います。

一
般
質
問

一 般 質 問

15
人
が
問
う

竹中　悟  議員
① 町長のリーダーシップについて

吉岡　清彦  議員
① 健康長寿の町120歳100名長与宣言について
② 町長のリーダーシップについて
③ 教育関係について

岩永　政則  議員
① 長与小学校運動場の一面化について
② 新図書館の建設について

金子　恵  議員
① 住民との協働のまちづくりについて

森　謙二  議員
① 行政運営への町民の協力について
② 学校のフェンスについて
③ 排水対策について

饗庭　敦子  議員
① ＩＣＴ（情報通信技術）の活用について
② 駐車場について

分部　和弘  議員
① 安全安心の街づくりの取組みについて
② 長与町の低炭素社会の実現に向けて

西岡　克之  議員
① 福祉政策について
② 定林橋の人道橋について

安部　都  議員
① 新図書館のあり方とブックスタート導入について
② 認知症患者における対応について
③ 障がい者福祉政策について

内村　博法  議員
① 榎の鼻土地購入約束問題について
② 新図書館等の公共施設について
③ 小中学校の教育課題について

堤　理志  議員
① 長与小学校児童の安全について
② 住宅団地の落葉樹対策について
③ 地方公会計の取り組みについて

河野　龍二  議員
① 新図書館建設について
② 小規模企業振興基本法の活用について
③ タクシー補助券について

安藤　克彦  議員
① フッ化物洗口の推進について
② 更なるごみの減量化への取組について

佐藤　昇  議員
① 新しい図書館について
② ごみ問題について

川井　哲雄  議員
① 子育て支援の充実・強化について
② 公共施設の整備・充実について

11P

12P

13P

14P

15P

16P

17P

18P

19P

9P

10P

5P

6P

7P

8P
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都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
と
町
長
が
掲
げ
る
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
構
想
に
は
ギ
ャ
ッ
プ
を

感
じ
る
。
そ
こ
は
ど
う
考
え
る
の

か
。

　
　
　
　

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
32

年
度
を
め
ど
に
大
き
な
ゾ
ー
ン
を

決
め
る
が
、
そ
の
中
に
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
構
想
が
あ
る
。
現
在
、

榎
の
鼻
土
地
区
画
整
理
事
業
や
財

政
の
健
全
化
な
ど
も
考
え
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
で
、
そ
こ
に
タ
イ

ム
ラ
グ
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　
　

長
与
・
時
津
間
の
渋
滞

は
ひ
ど
い
も
の
で
あ
る
。
今
あ
る

ア
ク
セ
ス
道
路
で
は
足
り
な
い
と

思
う
が
、
本
町
の
交
通
体
系
は
ど

う
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　

現
在
、
西
彼
杵
道
路

の
開
発
に
尽
力
し
て
い
る
。
こ
れ

を
整
備
す
る
こ
と
で
渋
滞
緩
和
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　

都
市
計
画
道
路
西
高
田

線
の
高
田
踏
切
周
辺
の
渋
滞
解
消

は
榎
の
鼻
土
地
区
画
整
理
事
業
が

終
了
す
る
ま
で
に
考
え
る
べ
き
だ

が
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

現
道
を
拡
幅
で

き
な
い
か
、
県
・
Ｊ
Ｒ
と
協
議
中

で
あ
る
。

議
　
員

町
　
長

議
　
員

建
設
部
長

議
　
員

都
市
整
備
課
長

　
　
　
　
「
大
型
商
業
施
設
と
中

央
商
店
街
を
動
線
で
結
ぶ
」
と
言

う
が
、
ど
の
よ
う
に
結
ぶ
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

全
国
的
に
企
業

の
方
で
主
要
駅
を
結
ぶ
無
料
バ
ス

・
ワ
ン
コ
イ
ン
バ
ス
な
ど
の
運
行

を
行
っ
て
い
る
事
例
も
あ
る
。

　

今
後
、
自
己
負
担
軽
減
を
念
頭

に
協
議
し
、
そ
れ
に
よ
り
道
路
の

整
備
を
し
な
が
ら
既
存
の
商
店
街

へ
つ
な
げ
て
い
く
。

　
　
　
　

商
店
街
の
活
性
化
を
考

え
、
商
業
施
設
・
公
共
施
設
・
商

店
街
を
結
ぶ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
運
行
は
で
き
な
い
の
か
。

議
　
員

企
画
振
興
部
長

議
　
員

　
　
　
　
　

ワ
ン
コ
イ
ン
循
環
バ

ス
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
い
ろ
い
ろ

な
場
所
を
回
り
商
業
施
設
に
も
立

ち
寄
る
と
い
う
形
態
の
も
の
で
あ

る
。
料
金
を
徴
収
す
る
と
な
る

と
、
道
路
運
送
法
の
適
用
と
な

り
、
行
政
・
住
民
代
表
・
業
者
代

表
・
運
輸
支
局
・
バ
ス
事
業
者
の

協
議
会
で
の
議
論
を
経
て
の
導
入

と
な
る
。

　

実
際
の
事
例
も
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
て
は
期
待
し
て
い
る
の
で
、

前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

企
画
課
長

　
　
　
　

外
郭
団
体
に
お
い
て
執

行
部
の
ミ
ス
に
よ
る
落
札
無
効
事

件
が
発
生
し
た
。
こ
の
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

理
事
会
に
報
告
が
あ
っ

た
。
独
立
し
た
団
体
で
あ
り
、
一

定
の
諸
規
定
も
あ
る
。
そ
の
規
定

に
の
っ
と
り
処
理
し
て
も
ら
う
も

の
と
考
え
る
。

　
　
　
　

日
ご
ろ
か
ら
、
入
札
業

者
に
対
し
て
は
厳
し
い
ペ
ナ
ル
テ

ィ
ー
が
あ
る
が
、
執
行
部
に
は
な

い
。
平
等
性
に
欠
け
る
と
思
う
が

ど
う
か
。

　
　
　
　

遅
く
な
っ
た
が
、
長
与

町
職
員
分
限
懲
罰
審
査
会
を
設
置

し
た
。
今
後
、
懲
罰
な
ど
に
関
し

て
公
平
公
正
に
や
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

懲
罰
委
員
会
の
設
置

議
　
員

副
町
長

議
　
員

副
町
長

長与町都市計画マスタープラン

一 般 質 問

A

Q
　竹

たけ

中
なか

  　悟
さとる

　
議員

リーダーシップで町の将来を開け
コンパクトシティ構想を推進する



6ながよ町議会だより　No.152

　
　
　
　

超
高
齢
化
社
会
に
突
入

し
て
い
く
な
か
で
、
健
康
で
頭
脳

明
晰
な
１
２
０
歳
１
０
０
名
を
目

標
と
す
る
「
健
康
長
寿
の
町

１
２
０
歳
１
０
０
名
長
与
」
の
宣

言
を
打
ち
出
し
て
、
楽
し
く
活
力

の
あ
る
街
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ

ら
ど
う
か
。

　
　
　
　

超
高
齢
化
社
会
へ
の
突

入
は
、
本
町
も
例
外
で
は
な
い
。

年
齢
を
重
ね
て
も
、
生
涯
に
わ
た

っ
て
豊
か
な
人
生
を
謳
歌
す
る
た

め
に
は
、「
健
康
で
あ
る
こ
と
」

は
欠
か
せ
な
い
。
町
民
自
ら
の
健

康
意
識
を
さ
ら
に
高
め
る
意
味
に

お
い
て
も
、「
健
康
の
ま
ち
宣
言
」

な
ど
を
提
唱
し
て
い
く
こ
と
を
検

討
す
る
。

　
　
　
　

健
康
長
寿
に
向
か
っ
て
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
行
っ
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　

25
年
３
月
に
「
第
２
次

健
康
な
が
よ
21
」
を
策
定
し
た
。

「
健
康
寿
命
の
延
伸
」
と
「
健
康

格
差
の
縮
小
」
が
大
き
な
目
標
で

あ
る
。
具
体
的
に
は
、
乳
幼
児
や

児
童
生
徒
期
に
お
い
て
は
、
栄
養

や
身
体
活
動
、
歯
科
に
重
点
を
置

く
。
青
年
期
か
ら
は
、
が
ん
検
診

や
心
の
健
康
づ
く
り
を
、
壮
年
期

議
　
員

町
　
長

議
　
員

町
　
長

に
な
る
と
、
生
活
習
慣
病
の
予
防

の
た
め
の
特
定
健
診
・
特
定
保
健

指
導
な
ど
が
加
わ
る
。
高
齢
期
に

な
る
と
各
種
健
診
に
加
え
、
介
護

予
防
事
業
な
ど
も
行
い
、
高
齢
者

の
運
動
機
能
の
維
持
向
上
や
社
会

参
加
活
動
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
「
か
り
の
身
を
も
と
の

あ
る
じ
に
貸
し
渡
し
民
安
か
れ
と

願
う
こ
の
身
ぞ
」
と
二
宮
尊
徳
が

詠
ん
で
い
る
。
住
民
の
安
心
・
安

全
な
る
幸
福
を
願
っ
て
の
生
き
方

で
あ
る
。
町
長
も
「
幸
福
度
日
本

一
」
を
う
た
っ
て
い
る
が
、
住
民

の
安
心
・
安
全
な
ど
幸
福
を
願
っ

A
町
民
の
目
線
に
た
ち

努
め
て
い
く

Q
町
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
図
れ

議
　
員

て
の
こ
と
と
思
う
。
安
全
面
か
ら

見
て
横
断
歩
道
の
直
近
の
ツ
ツ
ジ

な
ど
の
低
木
を
撤
去
す
る
。
あ
る

い
は
「
月
１
回
の
拠
点
回
収
制
度

は
悪
政
。
改
革
を
求
め
る
」
と
い

う
町
民
の
声
も
あ
る
。
町
長
の
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
解
決
す
べ
き
で

あ
る
が
、
取
り
組
む
か
。

　
　
　
　

横
断
歩
道
の
直
近
の
ツ

ツ
ジ
な
ど
の
撤
去
や
、
月
１
回
の

拠
点
回
収
制
度
の
改
革
に
つ
い
て
は

住
民
の
目
線
に
立
っ
て
取
り
組
む
。

　
　
　
　

土
曜
授
業
や
土
曜
学
習

へ
の
取
り
組
み
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

町
　
長

A
県
の
検
討
結
果
に
よ

り
取
り
組
む

Q
土
曜
授
業
や
土
曜
学

習
の
取
り
組
み
は

議
　
員

　
　
　
　
「
土
曜
授
業
」
は
学
校

が
主
体
、「
土
曜
学
習
」
は
学
校

以
外
の
も
の
が
主
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
制
度
で
、
今
後
県
の
検
討

結
果
に
よ
り
取
り
組
む
。

　
　
　
　

学
校
選
択
制
の
見
直
し

は
ど
う
か
。

　
　
　
　

洗
切
小
の
ほ
と
ん
ど
の

学
年
が
単
一
学
級
と
い
う
こ
と
が

予
測
さ
れ
る
な
ら
ば
検
討
す
る
。

　
　
　
　
「
小
学
生
の
暴
力
行
為

最
多
、荒
れ
る
子
ど
も
低
年
齢
化
」

と
話
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
本
町

に
お
い
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

一
人
一
人
に
応
じ
た
き

め
細
か
い
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
今
後
も
早
期
発
見
・
早
期

対
応
に
向
け
て
取
り
組
む
。

教
育
長

議
　
員

教
育
長

議
　
員

教
育
長

地育力で土曜授業・土曜学習の充実を

健康長寿を目指してナイスショット

一 般 質 問

A

Q
吉
よし

岡
おか

  清
きよ

彦
ひこ

議員

健康長寿１２０歳長与宣言を図れ
健康のまち宣言などを検討する
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長
与
小
学
校
は
、
２４
年

度
校
舎
の
改
築
が
行
わ
れ
、
子
ど

も
た
ち
の
楽
し
い
笑
い
声
も
一
段

と
大
き
く
聞
こ
え
て
い
る
。
校
舎

が
運
動
場
の
北
側
に
新
築
さ
れ
た

た
め
、
運
動
場
が
二
分
割
さ
れ
教

育
上
好
ま
し
く
な
く
、
心
配
し
て

い
る
。
基
本
的
な
考
え
方
は
ど
う

か
。

　
　
　
　

運
動
場
は
全
面
一
面
が

よ
い
。

　
　
　
　

上
段
の
運
動
場
の
整
備

が
完
了
す
る
と
ど
の
よ
う
な
利
用

計
画
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

下
段
に
は
学
級
園
や
花

壇
な
ど
を
整
備
し
た
り
、
遊
具
を

設
置
す
る
。
ま
た
体
育
の
授
業

は
、
低
学
年
は
下
段
、
高
学
年
は

上
段
を
基
本
に
実
施
す
る
。

　
　
　
　

運
動
場
の
上
・
下
段
の

高
低
差
は
約
３
ｍ
程
度
あ
る
。
運

動
場
は
一
面
が
良
く
、
二
分
割
さ

れ
て
い
る
も
の
を
一
面
化
す
る
必

要
が
あ
る
。
そ
の
方
法
と
し
て

は
、
下
段
の
運
動
場
を
か
さ
上
げ

し
て
、
そ
の
上
は
運
動
場
と
し
て

利
用
し
さ
ら
に
上
段
の
運
動
場
と

つ
な
ぐ
こ
と
で
あ
る
。
か
さ
上
げ

し
現
在
の
運
動
場
は
、
駐
車
場
と

し
て
活
用
す
る
。
駐
車
台
数
は
約

議
　
員

教
育
長

議
　
員

教
育
長

議
　
員

１
１
０
台
可
能
と
な
る
。
中
心
市

街
地
に
こ
れ
だ
け
の
駐
車
ス
ペ
ー

ス
が
確
保
さ
れ
る
と
、
役
場
を
利

用
す
る
町
民
へ
の
提
供
、
そ
の
他

の
利
用
を
含
め
多
様
な
利
用
価
値

が
出
て
く
る
。
事
業
実
施
に
向
け

て
行
動
を
起
こ
す
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
　

地
下
を
駐
車
場
に
す
る

に
は
、
莫
大
な
予
算
が
か
か
る
。

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

教
育
長

　
　
　
　

新
図
書
館
の
建
設
に
つ

い
て
は
、
過
去
７
回
ほ
ど
質
問
を

行
な
っ
て
き
た
。
町
長
は
今
年
３

月
の
施
政
方
針
で
「
榎
の
鼻
土
地

区
画
整
理
事
業
地
内
の
保
留
地
約

１
万
㎡
と
す
る
こ
と
に
決
断
し

た
」
と
表
明
し
た
。
建
設
の
位
置

は
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
気
軽

に
利
用
す
る
た
め
に
は
、
交
通
の

便
が
良
く
、
車
椅
子
で
も
行
く
こ

と
が
で
き
、
さ
ら
に
は
平
坦
地
で

あ
る
こ
と
が
条
件
で
あ
る
。
予
定

地
は
高
台
に
あ
り
、

図
書
館
に
は
適
さ
な

い
と
の
指
摘
が
あ

る
。
こ
の
地
に
建
設

を
行
う
こ
と
に
な
る

と
用
地
購
入
が
必
要

と
な
る
が
、
議
会
へ

の
提
案
も
な
く
、
さ

ら
に
は
議
決
前
に

「
決
断
し
た
」
は
議

会
軽
視
と
の
指
摘
も

あ
る
が
ど
う
か
。

A
熟
慮
を
重
ね
た
結
果

決
意
し
た

Q
新
図
書
館
は
現
在
の

図
書
館
の
位
置
に

議
　
員

　
　
　
　

長
与
町
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
構
想
推
進
委
員
会
が
検
討

し
、
総
合
的
に
勘
案
し
決
定
し
た

も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

高
台
に
あ
る
こ
の
地
へ

の
建
設
は
あ
き
ら
め
る
べ
き
で
あ

る
。
用
地
購
入
費
に
も
約
５
億
７

千
万
円
か
か
り
、
税
金
の
無
駄
づ

か
い
で
あ
る
。
現
在
図
書
館
、
長

与
町
公
民
館
が
あ
る
現
在
地
に
す

べ
き
で
あ
る
。
面
積
も
約
３
２
０

０
㎡
も
あ
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　

本
町
に
ふ
さ
わ
し
い
機

能
や
利
便
性
、
さ
ら
に
は
バ
ス
路

線
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
、

公
共
交
通
の
整
備
に
努
め
る
必
要

性
を
含
め
決
意
し
た
。

町
　
長

議
　
員

町
　
長

ここに駐車場・新図書館を

下の運動場をかさ上げし、上の運動場と一面化に。
かさ上げした下部は駐車場（約110台収容）として利用

一 般 質 問

A

Q
岩
いわ

永
なが

  政
まさ

則
のり

議員

長与小運動場の上下段を一面化に
莫大な予算がかかり考えていない
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地
域
の
特
性
を
生
か

し
、
個
性
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を

行
う
た
め
、
今
後
住
民
参
画
を
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
「
長
与
町
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
基
本
方
針
」
の
中
の
各
種

事
業
を
着
実
か
つ
効
果
的
に
推
進

す
る
の
に
加
え
、
充
実
、
発
展
に

向
け
環
境
整
備
に
注
力
す
る
。

　
　
　
　
「
長
与
町
第
8
次
総
合

計
画
」
に
地
元
企
業
・
商
店
と
の

連
携
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

促
進
と
あ
る
。
要
望
、
意
見
を
聞

く
な
ど
の
情
報
交
換
は
し
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

現
在
、
商
工
会

・
事
業
主
と
の
協
議
会
を
打
診
し

て
い
る
。

　
　
　
　

産
官
協
働
に
よ
り
地
域

活
性
化
を
図
る
た
め
、
高
知
県

宿す
く
　
も毛
市
、
熊
本
県
大お
お

津づ

町
が
導
入

し
て
い
る
図
書
館
の
雑
誌
購
入
を

1
年
間
負
担
し
て
も
ら
う
代
わ
り

に
、
ビ
ニ
ー
ル
カ
バ
ー
に
広
告
を

掲
載
す
る
と
い
う
「
雑
誌
ス
ポ
ン

サ
ー
制
度
」を
活
用
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

現
在
購
入
し
て

い
る
雑
誌
の
費
用
を
負
担
し
て
も

議
　
員

町
　
長

議
　
員

地
域
政
策
課
長

ス
ポ
ン
サ
ー
制
度

議
　
員

生
涯
学
習
課
長

ら
う
と
予
算
面
で
も
削
減
で
き

る
。
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　

総
務
省
の
「
地
域
お
こ

し
協
力
隊
」
の
制
度
は
、
3
年
間

地
方
交
付
税
で
手
当
て
さ
れ
る
人

的
支
援
制
度
で
あ
る
。
担
い
手
不

足
が
懸
念
さ
れ
る
本
町
で
も
行
政

・
住
民
・
事
業
者
の
橋
渡
し
の
役

目
を
持
つ
隊
員
を
確
保
し
、
こ
の

制
度
を
活
用
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

国
が
進
め
る

「
地
域
創
生
」
の
面
で
も
趣
旨
に

は
賛
同
す
る
。
本
町
で
は
、
定
住

希
望
者
へ
の
情
報
提
供
、
空
き
家

議
　
員

企
画
振
興
部
長

バ
ン
ク
の
情
報
整
備
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
へ
の
支
援
な
ど
が
考
え

ら
れ
る
が
、
隊
員
の
受
け
入
れ
を

す
る
た
め
の
体
制
が
で
き
る
の
か

研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　
　

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
る
と
今
後
、
住
民
の
意
見
を

反
映
さ
せ
る
た
め
の
方
法
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
。「
住
民
投
票
条

例
」
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　
　
　
　

常
設
型
住
民
投
票
条

例
で
な
く
と
も
、
住
民
投
票
を
行

う
方
法
は
あ
る
。
現
時
点
で
は
住

議
　
員

総
務
課
長

民
の
課
題
、
意
見
を
聞
く
場
で
あ

る
「
ほ
っ
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」、

公
共
施
設
な
ど
に
設
置
し
て
い
る

「
ま
ち
づ
く
り
提
案
箱
」
な
ど
を

活
用
し
地
域
に
根
ざ
し
た
行
政
を

推
進
し
て
い
く
。

　
　
　
　

長
年
に
わ
た
り
、
多
く

の
検
討
を
重
ね
「
榎
の
鼻
土
地
区

画
」
内
に
新
図
書
館
を
建
設
す
る

こ
と
を
表
明
し
た
。
説
明
不
足
を

感
じ
る
部
分
も
あ
る
。
今
後
、
説

明
責
任
を
果
た
す
と
い
う
意
味
で

も
早
い
段
階
で
の
説
明
を
行
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

図
書
館
に
関
し

賛
否
両
論
あ
る
こ
と
は
理
解
す
る

が
、
期
間
が
か
か
り
す
ぎ
る
と
い

う
こ
と
が
あ
る
。
2
月
以
降
、
構

想
が
で
き
た
時
点
で
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
と
い
う
形
で
意
見
を
求

め
た
い
。

議
　
員

政
策
推
進
課
長

誰か雑誌スポンサーになってください

一 般 質 問

A

Q
　金

かね

子
こ

  　恵
めぐみ

　
議員

個性豊かなまちづくりを推進せよ
充実 発展に向け環境整備に注力
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施
政
方
針
の
中
で
、
町

の
解
決
す
べ
き
諸
問
題
に
つ
い
て

住
民
の
協
力
に
言
及
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　

施
政
方
針
は
、
翌
年
度

の
町
政
運
営
の
重
要
施
策
や
予
算

に
つ
い
て
３
月
議
会
で
表
明
す
る

も
の
。
施
政
方
針
に
は
、
言
葉
と

し
て
具
体
的
に
住
民
の
協
力
に
つ

い
て
は
現
れ
な
い
。
し
か
し
、
住

民
の
協
力
は
町
政
運
営
す
べ
て
に

お
い
て
根
底
に
あ
る
。
具
体
的
な

協
力
の
内
容
、
理
由
、
メ
リ
ッ
ト

な
ど
は
、
個
々
の
計
画
で
示
し
て

い
る
。

　
　
　
　

長
与
北
小
学
校
の
フ
ェ

ン
ス
の
扉
を
常
時
施
錠
す
る
こ
と

に
な
っ
た
背
景
は
何
か
。

　
　
　
　

13
年
６
月
大
阪
教
育
大

学
付
属
池
田
小
学
校
で
の
事
件
が

背
景
に
あ
る
。
文
部
科
学
省
は
、

不
審
者
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
に
出

入
口
の
限
定
や
監
視
体
制
の
強
化

な
ど
を
全
国
の
学
校
に
指
導
し
た
。

　

フ
ェ
ン
ス
の
扉
か
ら
自
由
に
出

入
り
が
で
き
た
の
は
、
正
常
な
姿

議
　
員

町
　
長

A
事
件
後
に
文
科
省
が

指
導

Q
常
時
施
錠
の
背
景
は

議
　
員

教
育
長

で
は
な
い
。
本
来
の
姿
は
必
要
に

応
じ
て
施
錠
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　

小
中
学
校
の
運
動
場
の

利
用
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

散
歩
や
ラ
ン
ニ

ン
グ
を
す
る
地
域
の
人
の
利
用
は

特
段
制
限
し
て
い
な
い
。
基
本
的

に
休
日
は
校
門
を
施
錠
せ
ず
に
閉

め
て
い
る
。
休
日
に
児
童
が
学
校

に
来
る
こ
と
を
完
全
に
シ
ャ
ッ
ト

ア
ウ
ト
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。

　

利
用
時
間
帯
に
つ
い
て
も
、
学

校
に
職
員
が
勤
務
し
て
い
る
夕
方

は
社
会
体
育
な
ど
で
使
っ
て
い
る

の
で
、
空
い
た
ス
ペ
ー
ス
を
利
用

議
　
員

教
育
委
員
会
理
事

す
る
こ
と
は
可
能
。
ま
た
、
土
日

の
運
動
場
へ
の
立
ち
入
り
も
制
限

し
て
い
な
い
。

　
　
　
　

近
年
の
不
審
者
の
侵
入

の
実
態
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　
　
　

不
審
者
の
情
報
は
な
い
。

　

た
だ
し
、
誰
で
も
入
っ
て
使
え

る
こ
と
は
管
理
者
の
立
場
か
ら
は

制
御
が
必
要
と
思
う
。
体
育
館
や

運
動
場
で
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
つ

い
て
は
、
利
用
の
届
け
出
制
度
が

あ
り
誰
で
も
入
っ
て
利
用
が
で
き

る
。
し
か
し
、
犬
の
散
歩
は
糞
な

ど
の
衛
生
上
の
問
題
が
あ
る
の
で

基
本
的
に
利
用
を
制
限
し
て
い
る
。

議
　
員

教
育
長

　
　
　
　

不
明
水
対
策
の
完
了

後
、
地
表
を
流
れ
る
雨
水
に
よ
っ

て
災
害
の
危
険
性
は
増
さ
な
い
か
。

　
　
　
　

本
町
の
下
水
道
は
、
家

庭
の
雑
排
水
と
雨
水
を
別
々
に
処

理
す
る
分
流
式
。
本
来
、
雨
水
は

道
路
側
溝
へ
流
し
、
家
庭
の
雑
排

水
は
下
水
道
管
へ
流
す
こ
と
が
基

本
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
下
水
道
に
流
れ
込
む
地
表
の

雨
水
が
本
来
の
流
入
先
で
あ
る
側

溝
に
流
れ
込
む
だ
け
で
あ
る
。
災

害
の
危
険
性
が
増
す
こ
と
に
は
な

ら
な
い
と
考
え
る
。

　
　
　 A

危
険
性
が
増
す
こ
と

に
は
な
ら
な
い

Q
雨
水
に
よ
る
災
害
の

危
険
性
は

議
　
員

町
　
長

学校のフェンスには防球ネットの役割もある

側溝は目立たない縁の下の力持ち

一 般 質 問

A

Q
　森

もり

　  謙
けん

二
じ

　
議員

施政方針に住民の協力を
個々の計画に示している
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高
度
情
報
化
社
会
が
進

ん
で
い
る
中
、
住
民
の
利
便
性
を

向
上
さ
せ
る
た
め
、
窓
口
体
制
の

見
直
し
や
シ
ス
テ
ム
上
で
の
申
請

な
ど
具
体
的
な
取
り
組
み
は
な
い

か
。

　
　
　
　

長
崎
県
自

※

治
体
ク
ラ
ウ

ド
サ
ー
ビ
ス
の
簡
易
電
子
申
請
の

導
入
に
向
け
て
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　
　

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
た
電
子
納
税
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

　
　
　
　
　

４
月
に
コ
ン
ビ
ニ
収

納
を
始
め
る
こ
と
か
ら
進
め
て
い

く
。

　
　
　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
防

災
情
報
の
現
状
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

登
録
メ
ー
ル
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
緊
急
速
報
エ
リ
ア
メ
ー

ル
が
あ
る
。
引
き
続
き
拡
充
を
図

る
。

　
　
　
　

登
録
メ
ー
ル
は
何
件
か
。

ま
た
、
町
と
し
て
は
十
分
か
。

　
　
　
　
　

11
月
末
で
８
５
０
件
。

定
期
的
に
広
報
し
て
い
る
が
、
伸

び
な
い
。
も
っ
と
増
や
し
た
い
。

　
　
　
　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
双
方
向
発
信
の
目
標

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

Ｓ

※

Ｎ
Ｓ
の
情
報

議
　
員

町
　
長

議
　
員

税
務
課
長

議
　
員

町
　
長

議
　
員

総
務
課
長

議
　
員

政
策
推
進
課
長

発
信
は
有
効
で
あ
り
、
今
後
は
子

育
て
情
報
、
介
護
情
報
な
ど
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
発
信
し
た
い
。

　
　
　
　

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
が
行

政
で
進
ま
な
い
理
由
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　

自
治
体
の
業
務

は
多
岐
に
渡
り
、
添
付
資
料
な
ど

が
多
く
い
る
。
ま
た
議
会
、
会
議

の
資
料
が
多
い
。

　
　
　
　

議
会
、
会
議
の
資
料
か

ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
化
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

費
用
対
効
果
を
考
え

て
、
研
究
し
て
い
く
。

　
　
　
　

東
日
本
大
震
災
後
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
が
注
目
さ
れ
て
い

る
が
本
町
で
有
効
か
。

　
　
　
　
　

住
民
の
生
活
へ
の
波

及
を
含
め
て
見
極
め
て
い
く
。

　
　
　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
よ
る
行
政

運
営
の
効
率
化
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

ク
ラ
ウ
ド
型
基
幹
情
報

シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

議
　
員

企
画
振
興
部
長

議
　
員

部
　
長

議
　
員

企
画
課
長

議
　
員

町
　
長

　
　
　
　

庁
舎
内
の
駐
車
場
が
満

車
の
場
合
、
武
道
館
裏
の
利
用
な

ど
柔
軟
な
対
応
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

　
　
　
　
　

教
育
委
員
会
と
の
連

携
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
　

連
携
を
密
に
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
い
か
。

　
　
　
　

武
道
館
裏
は
今
後
工
事

に
入
る
の
で
、
教
育
委
員
会
と
協

議
し
て
い
く
。

A
公
平
性
の
観
点
か
ら

難
し
い

Q
年
末
年
始
な
ど
に
駐

車
場
を
開
放
せ
よ

議
　
員

総
務
部
長

議
　
員

部
　
長

　
　
　
　

年
末
・
年
始
の
施
設
が

稼
働
し
て
な
い
と
き
、
帰
省
客
の

た
め
に
駐
車
場
の
開
放
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。

　
　
　
　

管
理
責
任
で
施
錠
。
ま

た
公
平
性
の
観
点
か
ら
難
し
い
。

　
　
　
　

公
平
性
を
考
え
全
施
設

を
開
放
し
て
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

危
険
性
も
考
え
て
一
定

の
方
向
性
を
持
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

費
用
が
か
か
ら
な
い
サ

ー
ビ
ス
に
積
極
的
に
取
り
組
む
考

え
は
な
い
か
。
難
し
い
の
で
あ
れ

ば
企
業
へ
の
協
力
要
請
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。

　
　
　
　

研
究
し
て
い
く
。

　
　
　 住

民
サ
ー
ビ
ス
拡
充

議
　
員

町
　
長

議
　
員

町
　
長

議
　
員

町
　
長

※
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド

　

地
方
公
共
団
体
が
情
報
シ
ス
テ
ム
を
庁

舎
で
は
な
く
、
外
部
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
保
有
・
管
理
し
、
通
信
回
線
を

経
由
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
仕
組
。

ま
た
、
堅
牢
な
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
利
用

す
る
こ
と
で
、 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
化
、

災
害
対
策
な
ど
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

※
Ｓ
Ｎ
Ｓ

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
交
流
を
通
し
て

社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
サ
ー

ビ
ス
。
主
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
が
あ
る
。

庁舎内が満車の時は、すぐに開放してね

一 般 質 問

A

Q
饗
あい

庭
ば

  敦
あつ

子
こ

議員

利便性向上のためＩＣＴの活用を
クラウドシステムへ移行中である
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自
然
災
害
に
対
す
る
考

え
方
、対
応
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

自
然
災
害
が
発
生
し
た

と
き
に
、
ど
れ
だ
け
被
害
を
少
な

く
す
る
か
、
い
わ
ゆ
る
「
減
災
」

と
い
う
考
え
方
が
大
切
で
あ
る
と

思
う
。

　
　
　
　

町
内
の
避
難
所
は
、
立

地
条
件
に
指
導
な
ど
受
け
て
い
な

い
の
か
。

　
　
　
　

本
町
の
地
域
防
災
計
画

で
は
、
従
来
型
の
指
定
を
行
っ
て

い
る
。
現
在
、
法
改
正
の
主
旨
に

沿
い
「
指
定
緊
急
避
難
場
所
」
と

「
避
難
場
所
」
に
区
分
し
た
指
定

に
向
け
、
見
直
し
作
業
を
行
っ
て

い
る
。

　
　
　
　

町
内
に
お
け
る
悪
質
商

法
被
害
の
現
状
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

25
年
度
の
相
談
件
数
は

65
件
で
、
や
は
り
70
歳
以
上
の
相

談
件
数
の
占
め
る
割
合
が
高
い
。

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
特
殊
詐
欺

被
害
の
現
状
と
し
て
は
、
25
年
度

中
に
、
金
融
商
品
取
引
な
ど
の
振

り
込
め
詐
欺
以
外
の
特
殊
詐
欺
と

し
て
１
件
、
50
万
円
の
被
害
が
あ

っ
た
。
本
年
度
中
は
幸
い
に
も
被

害
は
発
生
し
て
い
な
い
。

議
　
員

町
　
長

議
　
員

町
　
長

議
　
員

町
　
長

　
　
　
　

自
転
車
の
安
全
利
用
に

向
け
た
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

県
内
の
25
年
度
中
の
自

転
車
事
故
は
、
２
７
０
件
。
時
津

署
管
内
で
は
19
件
。
う
ち
、
本
町

で
は
９
件
の
事
故
が
あ
っ
た
。
26

年
９
月
末
現
在
で
は
、
８
件
の
事

故
が
発
生
し
て
い
る
。

　

啓
発
活
動
は
、
町
の
広
報
誌
や

ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
配
布
、
長
与
駅
に
て
自
転
車
利

用
者
に
対
す
る
ル
ー
ル
順
守
の
広

報
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い

る
。

議
　
員

町
　
長

　
　
　
　

本
町
の
低
炭
素
社
会
実

現
に
向
け
た
考
え
方
、
取
り
組
み

は
ど
う
か
。

　
　
　
　

循
環
型
社
会
の
構
築
・

低
炭
素
社
会
の
形
成
に
向
け
て
環

境
負
荷
を
低
減
し
、
も
の
を
大
切

に
す
る
心
を
育
む
社
会
、
一
人
一

人
が
環
境
を
考
え
行
動
す
る
社
会

を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る
。
一
般
家
庭
で
は
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
効
果
の
高
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
器
具
の
取
り
換
え
に
対
す
る
購

入
費
の
助
成
、
資
源
リ
サ
イ
ク
ル

A
環
境
を
考
え
行
動
す

る
社
会
を
目
指
す

Q
本
町
の
低
炭
素
社
会

実
現
に
向
け
て

議
　
員

町
　
長

の
啓
発
・
促
進
を
図
り
、
ご
み
の

減
量
化
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

な
ど
の
施
策
を
推
進
し
て
い
る
。

　
　
　
　

二
酸
化
炭
素
の
発
生
を

抑
制
す
る
有
効
な
手
段
と
し
て
、

次
世
代
カ
ー
が
期
待
さ
れ
て
い
る

が
、
町
の
考
え
方
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

電
気
自
動
車
で
は
、
21

年
３
月
、
長
崎
県
は
、
国
の
「
Ｅ

Ｖ
・
Ｐ
Ｈ
Ｖ
タ
ウ
ン
」
の
選
定
を

受
け
、
Ｅ
Ｖ
・
Ｐ
Ｈ
Ｖ
の
導
入
促

進
を
行
い
、
現
在
、
県
内
に
急
速

充
電
器
30
カ
所
43
基
が
整
備
さ
れ

て
い
る
。
26
年
６
月
に
は
「
長
崎

県
次
世
代
自
動
車
充
電
イ
ン
フ
ラ

整
備
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
策
定
さ
れ
、

ビ
ジ
ョ
ン
リ
ス
ト
に
本
町
も
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
設
置
場
所

な
ど
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
い
た

い
と
考
え
て
い
る
。

議
　
員

町
　
長

どこにできるかなぁ～ＥＶステーション

今後の避難所は、指定緊急避難場所と
避難場所に区分されます

一 般 質 問

A

Q
分
わけ

部
べ

  和
かず

弘
ひろ

議員

自然災害の考え方 対応は
減災という考え方が大切である
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地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
進
行
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

町
と
し
て
は
、
団
塊
の

世
代
が
７５
歳
と
な
る
２
０
２
５
年

を
目
標
に
介
護
状
態
と
な
っ
て
も

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
医
療
、
介

護
、
予
防
、
住
ま
い
、
生
活
支
援

が
一
体
的
に
提
供
で
き
る
本
町
に

合
っ
た
シ
ス
テ
ム
に
す
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
ま
ず
人
口
、
要
支
援
、
要
介

護
者
な
ど
を
推
計
し
、
第
６
期
の

介
護
保
険
事
業
計
画
に
反
映
さ
せ

て
い
く
。

　
　
　
　

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
推
進

す
る
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
協
力
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
と
思
う
。強
力
に
推
進
し
た「
介

護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
ポ
イ
ン
ト
制

度
」
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
現

状
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

26
年
３
月
ま
で
講
習
会

を
３
回
実
施
し
、
現
在
４０
人
の
参

加
が
あ
っ
た
。
受
け
入
れ
施
設
も

９
カ
所
に
増
加
し
た
。
今
後
も
拡

大
す
る
よ
う
に
協
議
を
重
ね
て
い

る
。

　
　
　
　

現
在
、
高
齢
者
の
見
守

り
は
社
協
に
よ
る
見
守
り
と
、
県

の
補
助
を
利
用
し
た
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
を
活

議
　
員

町
　
長

議
　
員

町
　
長

議
　
員

用
し
た
見
守
り
が
あ
る
が
今
後
の

方
向
性
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

社
協
の
見
守
り
は
、
民

生
委
員
と
自
治
会
の
福
祉
員
に
よ

り
一
人
暮
ら
し
を
中
心
に
行
っ
て

い
る
。
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
見
守
り
は

テ
レ
ビ
の
電
源
が
入
っ
た
ら
指
定

町
　
長

さ
れ
た
人
に
メ
ー
ル
で
通
知
す
る

も
の
で
、
民
生
委
員
、
福
祉
員
を

は
じ
め
と
す
る
マ
ン
パ
ワ
ー
を
補

完
す
る
の
に
は
有
効
と
考
え
る
。

今
後
双
方
を
組
み
合
わ
せ
た
形
の

見
守
り
体
制
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
　
　
　

町
内
保
育
園
で
は
待
機

児
童
が
出
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

１０
月
の
時
点
で
１４
人
だ
。

　
　
　
　

町
長
が
掲
げ
て
い
る
住

み
た
い
町
に
反
し
て
待
機
児
童
が

い
る
。早
急
に
解
消
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　

来
年
度
は
認
定
こ
ど

も
園
や
、
新
し
く
認
可
保
育
園
も

で
き
る
の
で
解
消
に
向
か
う
と
思

う
。

　
　
　
　

９
月
議
会
で
質
問
し
た
、

特
定
健
診
で
の
ピ
ロ
リ
菌
検
査
実

施
に
つ
い
て
は
そ
の
後
ど
う
か
。

　
　
　
　

他
の
自
治
体
の
状
況
や
、

地
元
医
師
会
と
の
協
議
を
し
な
が

ら
、
実
施
で
き
な
い
か
検
討
を
行

っ
て
い
る
。
対
象
者
の
選
定
や
、

検
査
方
法
、
自
己
負
担
額
な
ど
さ

ま
ざ
ま
検
討
し
て
い
る
。

待
機
児
童
に
つ
い
て

議
　
員

町
　
長

議
　
員

福
祉
課
長

議
　
員

町
　
長

　
　
　
　

定
林
橋
人
道
橋
に
つ
い

て
は
そ
の
後
の
進
展
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

現
在
事
業
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
る
。
町
づ
く
り
交
付
金

事
業
で
採
択
で
き
な
い
か
県
・
国

と
協
議
を
し
て
い
る
。

A
県
・
国
と
協
議
を
し

て
い
る

Q
定
林
橋
人
道
橋
の
進

展
は
ど
う
か

議
　
員

町
　
長

狭い橋 早く人道橋の設置を

介護、病気を
みんなで支え合うシステム

（出典：厚生労働省HP）

一 般 質 問

A

Q
西
にし

岡
おか

  克
かつ

之
ゆき

議員

地域包括ケアシステムの準備は
第６期介護保険事業計画に反映
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図
書
館
司
書
に
よ
る

「
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
」
の
取
り
組
み

は
ど
う
か
。

　
　
　
　

地
域
の
図
書
館
が
持
つ

豊
富
な
情
報
の
蓄
積
と
、
司
書
に

よ
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
を
も
と
に
企

業
者
や
経
営
者
へ
情
報
の
橋
渡
し

の
役
割
を
担
う
こ
と
で
、
地
域
に

お
け
る
経
済
活
動
や
中
小
企
業
経

営
者
な
ど
を
支
援
す
る
新
し
い
時

代
の
図
書
館
に
求
め
ら
れ
る
サ
ー

ビ
ス
の
一
つ
で
あ
る
。
現
在
、
新

図
書
館
の
建
設
に
伴
い
、
利
用
者

に
対
し
て
「
調
べ
も
の
、
探
し
も

の
、
お
手
伝
い
し
ま
す
」
と
い
う

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

も
考
え
て
い
る
。
職
員
体
制
の
充

実
な
ら
び
に
研
修
な
ど
職
員
の
資

質
の
向
上
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
　
　
　

４
カ
月
乳
児
検
診
時
に

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
を
開
始
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
　
　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
は
、

親
子
が
楽
し
く
時
間
を
分
か
ち
合

う
こ
と
で
、
ふ
れ
あ
い
を
体
験

し
、
子
育
て
支
援
に
関
す
る
情
報

と
機
会
を
提
供
す
る
も
の
で
、
多

議
　
員

教
育
長

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
は

議
　
員

教
育
長

く
の
自
治
体
が
取
り
組
ん
で
い

る
。
本
町
も
福
祉
部
門
と
連
携
し

実
施
の
方
向
で
検
討
す
る
。
健
や

か
な
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
援

し
て
い
く
。

　
　
　
　

助
け
合
い
、
支
え
合
い

の
精
神
に
よ
る
地
域
社
会
で
認
知

症
患
者
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み

は
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

２６
年
４
月
１
日
現
在
、

認
知
症
と
診
断
を
受
け
て
い
る
人

A
地
域
ケ
ア
会
議
を
開

催
し
協
議
中

Q
認
知
症
患
者
を
守
る

取
り
組
み
は

議
　
員

町
　
長

は
、
１
０
１
０
人
い
る
。
脳
ト
レ

教
室
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
や
窓
口
相
談
な
ど
取
り
組
ん

で
い
る
。自
治
会
長
、民
生
委
員
、

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
お
よ
び
事
業

所
、
警
察
、
保
健
所
お
よ
び
役
場

と
の
地
域
ケ
ア
会
議
を
開
催
し
協

議
し
て
い
る
。
認
知
症
の
早
期
発

見
に
努
め
、
本
人
や
家
族
へ
の
初

期
支
援
を
行
い
、
医
療
機
関
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
や
連
携
支
援
や

相
談
事
業
な
ど
を
行
う
こ
と
を
検

討
中
だ
。

　
　
　
　

高
齢
者
の「
特
殊
詐
欺
」

の
被
害
が
新
た
に
報
告
さ
れ
て
い

る
が
、被
害
防
止
対
策
は
あ
る
の
か
。

議
　
員

　
　
　
　

本
県
の
１
月
か
ら
１０
月

末
ま
で
の
被
害
件
数
は
９０
件
。
総

額
４
億
６
千
万
円
の
被
害
が
発
生

し
て
い
る
。
２５
年
は
、
町
内
で
１

件
５０
万
円
。
26
年
は
発
生
し
て
い

な
い
。警
察
、消
費
者
セ
ン
タ
ー
、

高
齢
者
関
係
機
関
と
情
報
を
共
有

し
、
被
害
防
止
に
努
め
て
い
る
。

　
　
　
　

身
体
障
害
者
福
祉
協
会

の
存
在
は
、
必
要
不
可
欠
だ
。
町

の
見
解
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

多
大
な
協
力
を
得
て
い

る
。
障
害
者
福
祉
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

　
　
　
　

公
共
施
設
の
ト
イ
レ
等

に
「
杖
ホ
ル
ダ
ー
」
や
、
荷
物
を

置
く
籠
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

非
常
に
良
い
と

思
う
。
現
物
を
見
た
い
。

　
　
　

町
　
長

A
障
害
者
福
祉
の
充
実

を
図
っ
て
い
く

Q
身
体
障
害
者
福
祉
協

会
の
充
実
を

議
　
員

町
　
長

議
　
員

都
市
整
備
課
長

「高齢者特殊詐欺」を地域の力で未然に防ごう！

公共施設全てに
「杖ホルダー」があったら

助かるね！

一 般 質 問

A

Q
　安

あ

部
べ

  　都
みやこ

　
議員

図書館司書によるビジネス支援を
レファレンスの充実も考えている
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町
長
は
新
図
書
館
の
榎

の
鼻
土
地
選
定
理
由
と
し
て
①
将

来
の
人
口
規
模
５
万
人
を
前
提
に

床
面
積
３
０
０
０
㎡
、
駐
車
台
数

１
０
０
台
が
必
要
で
あ
り
そ
れ
に

見
合
う
面
積
が
必
要
。
②
新
図
書

館
の
集
客
機
能
に
よ
り
商
店
街
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と

な
ど
を
挙
げ
た
。
こ
れ
に
対
し
て

先
の
９
月
議
会
で
①
の
人
口
規
模

は
、
国
立
社
会
保
障
人
口
問
題
研

究
所
に
よ
る
と
長
与
町
は
２
０
４

０
年
に
は
約
３
万
８
千
人
に
減
少

す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
５
万

人
の
人
口
規
模
は
全
く
現
実
性
が

な
い
。
②
の
新
図
書
館
の
集
客
機

能
は
中
央
商
店
街
へ
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
と
は
到
底
考
え
に
く

い
。
こ
の
際
、
榎
の
鼻
土
地
へ
の

建
設
は
撤
回
し
、
現
在
地
に
図
書

館
と
公
民
館
を
合
築
し
、
町
有
地

の
有
効
活
用
を
図
る
べ
き
で
あ
る

と
提
案
し
た
。
そ
の
後
１０
月
２９
日

に
長
与
町
公
民
館
で
開
催
さ
れ
た

議
会
報
告
会
で
も
住
民
か
ら
現
在

地
で
の
建
設
を
検
討
す
る
よ
う
強

い
要
望
が
出
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う

な
状
況
を
踏
ま
え
、
町
長
に
現
在

地
で
の
新
図
書
館
建
設
の
検
討
を

再
度
要
望
し
、
改
め
て
町
長
の
見

議
　
員

解
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

①
は
日
本
図
書
館
協
会

が
示
す
基
準
に
よ
れ
ば
現
在
人
口

の
ま
ま
推
移
し
た
と
し
て
も
過
大

で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
現

在
、
規
模
や
機
能
に
つ
い
て
図
書

館
基
本
構
想
策
定
委
員
会
に
て
検

討
し
て
い
る
。
②
は
直
接
的
に
は

中
央
商
店
街
へ
の
活
性
化
に
は
つ

な
が
ら
な
い
が
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
構
想
で
は
、
活
性
化
の
手
法

と
し
て
空
き
店
舗
対
策
、
駐
車
場

確
保
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。
榎

の
鼻
に
建
設
す
る
新
図
書
館
を
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
の
シ
ン
ボ
ル
に

し
て
、
中
央
商
店
街
の
み
な
ら
ず

町
　
長

本
町
全
域
が
活
気
づ
く
よ
う
な
総

合
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
た
い
。

　
　
　
　

榎
の
鼻
土
地
購
入
に
つ

い
て
は
先
の
９
月
議
会
で
「
２３
年

８
月
に
組
合
に
対
し
土
地
面
積
約

１
万
㎡
を
５
億
４
７
０
０
万
円
で

購
入
す
る
と
の
回
答
を
行
っ
た
」

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
多
額
の
購

入
金
額
で
あ
り
な
が
ら
、
議
会
へ

の
相
談
や
住
民
へ
の
説
明
が
行
わ

れ
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

A
組
合
と
正
式
に
決
定

し
て
い
な
い
た
め

Q
土
地
購
入
約
束
の
未

説
明
は
な
ぜ
か

議
　
員

　
　
　
　

今
後
の
協
議
事
項
と
な

っ
て
お
り
、
ま
だ
正
式
に
決
ま
っ

て
い
な
い
の
で
、
議
会
な
ど
に
説

明
で
き
る
も
の
が
な
く
現
在
に
至

っ
て
い
る
。

　
　
　
　

土
曜
授
業
導
入
は
、
昨

年
の
文
部
科
学
省
の
省
令
で
、
各

教
委
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
実

施
で
き
る
と
要
件
が
緩
和
さ
れ

た
。
長
与
町
と
し
て
は
こ
の
土
曜

授
業
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
対
応

さ
れ
る
の
か
。

　
　
　
　

現
在
、
県
に
お
い
て
、

土
曜
授
業
の
在
り
方
や
そ
れ
に
伴

う
教
職
員
の
勤
務
時
間
の
割
り
振

り
等
を
検
討
し
て
い
る
。
そ
の
結

果
を
ま
っ
て
慎
重
に
検
討
す
る
。

町
　
長

A
慎
重
に
検
討
す
る

Q
ど
う
す
る
土
曜
授
業

導
入

議
　
員

教
育
長

新図書館建設は、長与町公民館（写真上）と現図書館
（写真下）を合築し、町有地である現在地を有効活用せよ

一 般 質 問

A

Q
内
うち

村
むら

  博
ひろ

法
のり

議員

榎の鼻新図書館建設は撤回せよ
新たなまちのシンボルとしたい
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長
与
小
学
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
が
整
備
さ
れ
る
と
、
児
童
が

校
舎
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
間
の
車
道
を

往
来
す
る
度
に
安
全
確
認
が
必
要

だ
。「
子
ど
も
の
安
全
」
の
観
点

か
ら
考
え
る
と
極
め
て
不
正
常
。

安
全
は
す
べ
て
に
優
先
す
る
。
車

道
の
一
部
を
閉
鎖
し
安
全
に
往
来

で
き
る
環
境
を
つ
く
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　
　
　

こ
の
道
路
を
な
ん
と
か

で
き
な
い
か
検
討
し
て
き
た
が
、

生
活
道
路
で
あ
り
難
し
い
。

　
　
　
　

閉
鎖
し
迂
回
す
る
こ
と

に
な
っ
て
も
１
〜
２
分
程
度
で
あ

る
。
政
治
決
断
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　

安
全
第
一
だ
が
、
閉
鎖

は
困
る
と
言
う
住
民
も
い
る
。

　
　
　
　

長
与
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
な

ど
で
は
高
齢
化
が
進
み
、
街
路
樹

の
落
ち
葉
処
理
に
頭
を
痛
め
て
い

る
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

清
掃
の
一
部
を
委
託
し
高
齢
者
雇

用
と
住
民
負
担
の
軽
減
を
提
案
す

る
が
ど
う
か
。

議
　
員

教
育
長

議
　
員

町
　
長

A
清
掃
の
回
数
・
方
法

を
工
夫

Q
イ
チ
ョ
ウ
の
落
ち
葉

処
理
に
支
援
を

議
　
員

　
　
　
　

地
域
住
民
の
協
力
に
感

謝
し
て
い
る
。
提
案
も
参
考
に
し

な
が
ら
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　

イ
チ
ョ
ウ
の
枝
を
切
り

す
ぎ
電
柱
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

と
批
判
が
出
て
い
る
。
改
善
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　

毛
虫
が
多
い
と
い
う

こ
と
が
原
因
で
あ
る
。
今
後
は
枝

の
形
を
整
え
る
考
え
で
あ
る
。

　
　
　
　

イ
チ
ョ
ウ
に
つ
く
毛
虫

は
毒
の
な
い
種
類
で
あ
る
。
今
後

は
樹
形
を
守
る
と
理
解
し
て
よ
い

か
。

町
　
長

議
　
員

管
理
課
長

議
　
員

　
　
　
　

イ
チ
ョ
ウ
並
木
が
き
れ

い
に
な
る
よ
う
な
剪
定
を
す
る
。

　
　
　
　

樹
形
を
保
ち
な
が
ら
葉

を
少
な
く
す
る
剪
定
法
が
あ
る
が

検
討
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　

そ
の
よ
う
な
対
応
を
し

て
い
く
。

　
　
　
　

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
東
区
自

治
会
で
落
ち
葉
対
策
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
と
っ
た
が
、
３
割
が
「
な
ん

と
か
し
て
ほ
し
い
」
と
回
答
。
町

に
清
掃
を
頼
ん
で
ほ
し
い
と
の
回

答
が
一
番
多
か
っ
た
。
活
動
の
場

を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
シ
ル
バ
ー

課
　
長

議
　
員

課
　
長

議
　
員

人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
要
請
が
あ

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

要
請
は
き
て
い
る
。

　
　
　
　

樹
木
を
守
り
、
黄
葉
を

楽
し
み
、
清
掃
は
住
民
と
行
政
が

協
力
す
る
。
こ
れ
が
幸
福
度
を
高

め
る
町
づ
く
り
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　

清
掃
の
回
数
や
方
法

を
工
夫
す
る
。

　
　
　
　

今
後
、
町
も
複
式
簿
記

に
基
づ
く
財
務
書
類
を
作
成
す

る
。
企
業
と
の
活
動
目
的
の
違

い
、
数
字
の
活
用
方
法
な
ど
、
町

と
し
て
の
基
本
的
な
考
え
方
を
持

つ
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

コ
ス
ト
、
資
産
、
債
務

を
把
握
し
や
す
く
な
る
の
で
活
用

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

民
間
は
利
潤
追
求
。
官

は
福
祉
や
教
育
、
安
全
で
あ
り
目

的
が
違
う
。
安
易
な
コ
ス
ト
削
減

は
、
安
全
や
福
祉
の
増
進
に
悪
影

響
が
出
る
と
心
配
す
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　

費
用
対
効
果
が
悪

い
か
ら
即
廃
止
と
は
な
ら
な
い
。

町
　
長

議
　
員

建
設
部
長

A
費
用
対
効
果
に
固
執

せ
ず

Q
公
会
計
で
も
福
祉
の

心
を
堅
持
せ
よ

議
　
員

町
　
長

議
　
員

総
務
部
理
事

一人はみんなのために
みんなは一人のために

一 般 質 問

A

Q
　堤
つつみ

　  理
さと

志
し

　
議員

閉鎖せよ 危険な長与小裏の車道
車道の閉鎖は困難
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新
図
書
館
の
建
設
地
、

榎
の
鼻
区
画
整
理
用
地
の
購
入
意

向
を
決
定
し
た
の
は
い
つ
か
。

　
　
　
　

２３
年
８
月
２２
日
に
決
裁

を
し
て
い
る
。

　
　
　
　

ど
の
よ
う
な
会
で
決
定

し
た
の
か
。

　
　
　
　

財
務
課
、
企
画
課
、
教

育
委
員
会
な
ど
、
関
係
各
課
に
お

い
て
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

町
長
が
報
告
を
受
け
た

の
は
い
つ
か
。

　
　
　
　

２４
年
４
月
に
町
長
を
拝

命
し
た
折
り
、
２３
年
８
月
４
日
付

け
で
出
さ
れ
た
要
望
に
関
す
る
町

の
回
答
書
に
つ
い
て
、
報
告
を
受

け
た
。

　
　
　
　

住
民
か
ら
建
設
場
所
に

つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
異
論
が
出

て
い
る
。
住
民
に
対
し
、
説
明
会

を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

住
民
の
中
に
異
論
が
あ

る
の
は
当
然
だ
と
思
う
。
住
民
説

明
会
を
開
催
し
て
も
、
短
期
間
で

ま
と
め
る
の
は
困
難
。

　

長
与
町
総
合
開
発
審
議
会
か
ら

の
答
申
を
尊
重
し
進
め
た
い
。

　
　
　
　

開
催
す
る
考
え
は
な
い

の
か
。

　
　
　
　

現
状
開
催
す
る
考
え
は

議
　
員

町
　
長

議
　
員

町
　
長

議
　
員

町
　
長

議
　
員

町
　
長

議
　
員

町
　
長

な
い
。

　
　
　
　

こ
の
ま
ま
進
め
て
も
住

民
の
思
い
が
対
立
し
て
い
れ
ば
、

新
し
い
図
書
館
が
完
成
し
て
も
、

喜
ば
れ
る
図
書
館
に
な
り
得
な
い
。

　

町
長
の
思
い
を
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
に
も
、
説
明
会
を
行
う
べ

き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
　

こ
れ
ま
で
に
も
、
図
書

館
整
備
検
討
委
員
会
な
ど
、
住
民

の
意
見
を
十
分
に
聞
い
て
き
た
。

説
明
会
を
開
く
考
え
は
な
い
。

　
　
　
　

こ
れ
ま
で
町
財
政
に
損

失
を
与
え
る
だ
け
の
事
業
も
あ
っ

た
。
今
回
も
完
成
し
た
後
に
住
民

の
不
満
が
あ
っ
た
場
合
、
責
任
を

負
え
る
の
か
。

　
　
　
　

完
成
で
き
な
か
っ
た
事

業
も
、
得
る
も
の
が
何
も
な
か
っ

た
と
思
っ
て
い
な
い
。

　
　
　
　

６
月
の
国
会
に
お
い
て
、

小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
が
成
立

し
た
。
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

こ
の
法
律
は
、
お
お
む

ね
５
人
以
下
の
小
規
模
事
業
所
の

議
　
員

町
　
長

議
　
員

町
　
長

A
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
制
度
な
ど
検
討

Q
小
規
模
企
業
振
興
基

本
法
の
取
組
み
は

議
　
員

町
　
長

継
続
的
な
発
展
と
、
事
業
の
運
営

を
適
切
に
支
援
す
る
こ
と
な
ど
地

方
自
治
体
の
責
務
を
定
め
た
法
律

で
あ
る
。
各
機
関
と
の
連
携
強
化

な
ど
、
支
援
体
制
の
整
備
が
掲
げ

ら
れ
て
い
る
の
で
、
関
係
機
関
と

連
携
し
て
進
め
た
い
。

　
　
　
　

実
績
の
あ
る
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
助
成
制
度
を
復
活
さ
せ
て

は
ど
う
か
。

　
　
　
　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を
含

め
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

学
校
給
食
に
地
場
産
、

町
内
ブ
ラ
ン
ド
の
活
用
は
で
き
な

議
　
員

町
　
長

議
　
員

い
か
。

　
　
　
　

す
で
に
、
み
か
ん
や
み

そ
な
ど
使
用
し
て
い
る
。

　
　
　
　

高
齢
者
の
タ
ク
シ
ー
補

助
券
の
導
入
の
要
望
が
あ
る
。
取

り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
　

高
齢
者
の
外
出
機
会
の

観
点
か
ら
研
究
し
て
み
た
い
。 

町
　
長

A
研
究
し
て
み
た
い

Q
導
入
せ
よ
タ
ク
シ
ー

補
助
券

議
　
員

町
　
長

住宅リフォーム助成事業の実績

平成24年度 平成25年度

予算額　500万円 予算額　1,000万円

補助金額　4,937,000円 補助金額　9,556,900円

工事件数63件 工事件数118件

工事総額75,475,000円 工事総額 159,130,792円

補助金額に対する工事総額15倍 補助金額に対する工事総額約16倍

経済効果バツグンの住宅リフォーム制度（地域政策課資料により作成）

本当に適地か？

一 般 質 問

A

Q
河
かわ

野
の

  龍
たつ

二
じ

議員

新図書館建設の住民説明会開け
現状開く考えはない
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県
の
計
画
で
は
幼
稚

園
、
保
育
園
、
小
学
校
で
の
フ
ッ

化
物
洗
口
の
実
施
目
標
は
1
0
0

％
だ
が
、
こ
の
数
字
は
ど
の
よ
う

に
理
解
し
た
ら
よ
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

認
可
外
保
育
所

を
含
む
す
べ
て
の
施
設
で
実
施
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　

保
護
者
が
希
望
し
な
け

れ
ば
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　

実
施
に
は
保
護
者
の
同

意
が
必
要
。
全
員
実
施
の
1
0
0

％
で
は
な
い
。

　
　
　
　

事
業
実
施
に
関
し
て

は
、
保
護
者
の
心
配
よ
り
も
町
と

各
施
設
の
温
度
差
を
感
じ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　

大
切
な
の
は
、
子
ど
も

た
ち
の
虫
歯
を
少
な
く
す
る
た
め

の
環
境
整
備
だ
と
思
う
。
協
力
を

得
て
進
め
た
い
。

　
　
　
　

実
際
に
行
わ
れ
て
い
る

現
場
を
見
た
こ
と
が
な
い
実
施
施

設
の
担
当
者
が
多
い
が
、
研
修
体

制
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

先
進
校
を
見
て

理
解
を
深
め
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
　

洗
口
液
を
家
庭
に
配
布

し
て
は
と
の
声
が
あ
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

家
庭
に
よ
り
取

議
　
員

健
康
保
険
課
長

議
　
員

課
　
長

議
　
員

課
　
長

議
　
員

教
育
委
員
会
理
事

議
　
員

健
康
保
険
課
長

り
組
み
に
差
が
出
て
く
る
。
集
団

で
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
平
等
に

恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　

子
ど
も
の
虫
歯
の
数

は
、
保
護
者
の
意
識
の
差
が
大
き

い
と
感
じ
る
。
一
斉
実
施
に
よ
り

平
等
に
恩
恵
を
受
け
る
利
点
を
十

分
感
じ
る
。
フ
ッ
素
の
ア
レ
ル
ギ

ー
や
健
康
被
害
へ
の
影
響
は
な
い

の
か
。

　
　
　
　

フ
ッ
素
は
副
作
用
が
な

い
と
見
解
が
出
て
い
る
。
ま
た
、

ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
も
同
様

で
、
多
く
の
歯
磨
き
粉
に
も
添
加

さ
れ
て
い
る
。
仮
に
歯
磨
き
粉
に

よ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
が
出
て
い
る
ケ

ー
ス
で
は
、
添
加
物
に
よ
る
も
の

議
　
員

課
　
長

で
あ
る
と
報
告
が
あ
る
。
茶
や

水
、
魚
介
類
に
も
含
ま
れ
る
物
質

で
あ
る
。

　
　
　
　

洗
口
液
を
飲
み
込
ん
だ

場
合
の
体
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

資
料
で
は
４
人
分
の
洗

口
液（
週
１
回
法・濃
度
9
0
0

ppm

を
10
㎖
×
４
）
を
飲
み
込
ん
だ
場

合
、
急
性
中
毒
の
可
能
性
が
あ
る

と
出
て
い
る
。

　
　
　
　

低
年
齢
の
子
ど
も
は
誤

飲
の
心
配
が
あ
る
。
一
律
に
４
歳

以
上
の
実
施
で
い
い
の
か
。

　
　
　
　

当
然
、
練
習
を
し
て
、

う
が
い
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

子
か
ら
実
施
す
る
。

　
　
　
　

さ
ら
な
る
ご
み
の
減
量

化
へ
向
け
て
目
標
を
定
め
る
考
え

は
な
い
か
。

　
　
　
　

時
津
町
や
環
境
施
設
組

合
で
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

現
在
無
料
の
粗
大
ご
み

拠
点
回
収
は
、
減
量
化
、
受
益
者

負
担
、
違
反
ご
み
対
策
の
観
点
、

ま
た
高
齢
化
時
代
に
対
応
し
た
個

議
　
員

課
　
長

議
　
員

課
　
長

A
研
究
の
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る

Q
粗
大
ご
み
の
有
料
化

個
別
回
収
を

議
　
員

町
　
長

議
　
員

別
収
集
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

個
別
収
集
を
す
る
近
隣

市
の
調
査
を
行
っ
た
。
粗
大
ご
み

の
個
別
回
収
に
つ
い
て
は
有
料
化

を
含
め
て
研
究
の
必
要
が
あ
る
。

町
　
長

粗大ごみのルール守っていますか？

フッ化物洗口と歯みがきで虫歯ゼロへ！

一 般 質 問

A

Q
安
あん

藤
どう

  克
かつ

彦
ひこ

議員

幼保小でのフッ化物洗口の推進を
全施設で実施できるよう進める
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図
書
館
建
設
に
つ
い

て
、
住
民
へ
丁
寧
な
説
明
責
任
が

あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
　

26
年
10
月
か
ら
基
本
構

想
の
策
定
委
員
会
を
設
置
し
、
８

回
開
催
す
る
。
２
月
に
は
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
３
月

に
答
申
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

現
段
階
で
は
説
明
で
き
る
内
容
が

整
っ
て
い
な
い
の
で
住
民
説
明
は

考
え
て
い
な
い
。

　
　
　
　

榎
の
鼻
地
区
の
公
益
的

用
地
は
必
ず
買
収
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

公
共
用
地
と
し

て
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　

土
地
購
入
に
対
し
て
、

補
助
金
は
つ
く
の
か
。

　
　
　
　

都
市
戦
略
再
構
築
事
業

と
い
う
名
称
で
最
高
50
％
の
補
助

率
で
あ
る
。

　
　
　
　

議
会
に
対
し
て
正
式
な

説
明
は
、
建
設
候
補
地
が
５
カ
所

か
ら
２
カ
所
に
な
っ
た
時
点
ま
で

で
、
そ
の
後
は
あ
っ
て
い
な
い
。

説
明
責
任
が
あ
る
の
で
は
な
い
の

か
。

　
　
　
　

建
設
場
所
な
ど
は
、
十

分
説
明
を
し
て
き
た
つ
も
り
で
あ

る
。

議
　
員

町
　
長

議
　
員

都
市
整
備
課
長

議
　
員

課
　
長

議
　
員

町
　
長

　
　
　
　

一
般
質
問
で
の
議
員
と

の
や
り
と
り
で
あ
り
、
正
式
に
議

会
へ
の
説
明
は
あ
っ
て
い
な
い
。

説
明
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　

年
明
け
に
説
明
す
る
場

を
設
け
た
い
。

　
　
　
　

３
月
議
会
で
榎
の
鼻
地

区
に
建
設
す
る
と
町
長
が
表
明
し

て
か
ら
、
反
対
意
見
が
出
る
よ
う

に
な
っ
た
。
住
民
に
対
し
て
丁
寧

な
説
明
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　

十
分
説
明
し
て
き
た
つ

議
　
員

副
町
長

議
　
員

町
　
長

も
り
だ
が
、
決
定
に
至
っ
た
経
緯

な
ど
の
話
を
す
る
機
会
を
つ
く
り

た
い
。

　
　
　
　

榎
の
鼻
地
区
に
図
書
館

を
建
設
す
る
と
し
て
、
長
与
町
公

民
館
を
含
め
た
現
在
地
は
ど
の
よ

う
な
土
地
利
用
を
考
え
て
い
る
の

か
。

　
　
　
　
　
　
　

現
地
で
図
書
館

を
建
設
す
る
と
、
１
階
を
駐
車
場

現
在
地
の
跡
地
利
用

議
　
員

都
市
整
備
課
長

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、

図
書
館
は
２
階
よ
り
上
に
な
る
。

駐
車
台
数
も
少
な
く
、
お
ま
け
に

高
床
式
に
な
る
の
で
良
く
な
い
。

公
民
館
と
他
の
公
共
施
設
の
設
置

が
良
い
と
考
え
る
。

　
　
　
　

ご
み
焼
却
施
設
が
稼
働

す
る
と
、
収
集
方
法
の
変
更
は
あ

る
の
か
。

　
　
　
　

可
燃
性
不
燃
ご
み
（
革

や
ゴ
ム
製
品
な
ど
）
を
可
燃
ご
み

と
し
て
収
集
す
る
。
燃
や
せ
な
い

ご
み
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
収
集
を

月
１
回
か
ら
２
回
に
す
る
。　

　
　
　
　

新
施
設
が
稼
働
す
る

と
、
収
集
運
搬
、
処
理
費
用
は
ど

れ
く
ら
い
削
減
で
き
る
の
か
。

　
　
　
　

長
崎
市
ま
で
運
搬
し
て

い
る
車
両
の
燃
料
費
が
削
減
で
き

る
。
Ｄ
Ｂ
Ｏ
（
公
設
民
営
方
式
）

を
採
用
し
て
い
る
の
で
支
払
額
が

一
定
に
な
っ
て
い
る
。
不
確
定
で

は
あ
る
が
、
現
在
よ
り
年
間
約

４
０
０
０
万
円
削
減
で
き
る
と
考

え
て
い
る
。

A
年
間
約
４
０
０
０
万

円
削
減
す
る

Q
削
減
額
は
い
く
ら
か

新
焼
却
施
設

議
　
員

町
　
長

議
　
員

町
　
長

住民説明会を開け　図書館問題

一 般 質 問

A

Q
　佐

さ

藤
とう

  　昇
のぼる

　
議員

住民に説明せよ新図書館建設
説明する機会をつくりたい
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子
ど
も
子
育
て

新
制
度
は
こ
れ
ま
で
と
ど

う
違
う
の
か
、
分
か
り
に

く
い
の
で
不
安
で
あ
る
と

聞
く
が
、
対
象
者
に
ど
の

よ
う
に
説
明
し
て
い
く
の

か
。

　
　
　
　
　

手
続
き
の
流

れ
な
ど
を
広
報
な
ど
で
説

明
し
て
い
る
。
今
後
は
保

育
料
な
ど
の
制
度
が
決
定

し
て
い
く
。

　
　
　
　

い
つ
決
定
す
る

の
か
。

　
　
　
　

国
が
来
年
度
の

予
算
を
編
成
し
た
後
に
な

る
。

　
　
　
　

４
月
か
ら
始
ま

る
制
度
な
の
で
早
め
の
対

応
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　

来
年
度
か
ら
始
ま
る
の

を
予
定
し
て
、
所
管
で
は
準
備
を

進
め
て
い
る
。幼
稚
園
、保
育
園
、

認
定
こ
ど
も
園
な
ど
入
所
の
手
続

き
が
済
む
よ
う
に
説
明
を
し
て
い

る
。

　
　
　
　

保
育
所
な
ど
に
預
け
た

い
が
空
き
が
な
い
の
で
無
理
だ
と

聞
く
が
、
待
機
児
童
は
本
町
で
も

あ
る
の
か
。

議
　
員

福
祉
課
長

議
　
員

課
　
長

議
　
員

課
　
長

議
　
員

　
　
　
　

榎
の
鼻
地
区
な
ど
の
入

居
者
が
増
え
て
き
た
の
で
、
１０
月

で
は
１４
人
発
生
し
て
い
る
。

　
　
　
　

幼
稚
園
が
認
定
こ
ど
も

園
に
、
認
可
外
保
育
園
が
認
定
保

育
園
に
な
る
こ
と
が
来
年
度
予
定

さ
れ
て
い
る
が
、
待
機
児
童
は
な

く
な
る
の
か
。

　
　
　
　

４
月
に
は
全
て
の
児
童

が
入
所
で
き
る
予
定
で
あ
る
。

課
　
長

議
　
員

課
　
長

　
　
　
　

４
月
で
は
入
所
で
き
て

も
１０
月
時
点
で
待
機
が
出
る
の
で

あ
れ
ば
今
よ
り
も
、
各
園
が
定
員

数
を
増
や
す
よ
う
な
施
策
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

施
設
の
増
設
な

ど
多
額
の
経
費
が
必
要
と
な
る
の

で
無
理
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
　
　
　

女
性
の
働
く
環
境
の
支

援
の
た
め
に
、
日
曜
日
、
祭
日
の

保
育
園
開
所
の
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
　

新
し
い
制
度
も
始
ま
る

の
で
、
今
後
の
施
策
と
し
て
検
討

し
て
い
く
。　

　
　
　
　

現
状
の
延
長
保
育
時
間

を
、
２０
時
ま
た
は
２１
時
ま
で
に
延

ば
す
こ
と
は
検
討
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

人
件
費
が
か
か

る
の
で
延
長
分
の
保
育
料
を
有
料

に
す
る
な
ど
各
園
と
協
議
し
、
県

が
対
応
で
き
る
と
判
断
し
た
ら
検

討
し
て
い
く
。

　
　
　
　

公
共
施
設
の
運
営
は
町

の
経
費
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
赤

字
施
設
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
な

議
　
員

生
活
福
祉
部
長

議
　
員

町
　
長

議
　
員

生
活
福
祉
部
長

A
受
益
者
負
担
の
原
則

で
検
討
す
る

Q
公
共
施
設
の
赤
字
対

策
は

議
　
員

っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

経
費
の
一
部
を
利
用
者

に
負
担
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
施

設
を
利
用
し
な
い
町
民
と
の
公
平

性
を
保
つ
こ
と
も
必
要
だ
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　
　

現
在
の
施
設
に
お
け
る

収
支
の
差
は
ど
の
程
度
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

生
涯
学
習
施
設

で
は
約
１
億
７
千
万
円
の
赤
字
で

あ
る
。

　
　
　
　

今
後
は
ど
の
よ
う
な
対

応
を
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　

全
施
設
に
お
い
て
受
益

者
負
担
の
原
則
で
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　

利
用
料
金
に
つ
い
て

は
全
庁
で
協
議
す
る
。

町
　
長

議
　
員

生
涯
学
習
課
長

議
　
員

課
　
長

教
育
次
長

施設の利用料金は、町内、町外の区別が必要では

榎の鼻区画整理地内に、保育園が建設予定

一 般 質 問

A

Q
川
かわ

井
い

  哲
てつ

雄
お

議員

待機児童の解消策はどうする
認定こども園などで対応する
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主
な
質
疑

問�

解
散
に
至
っ
た
経
緯
は
ど
う
か
。

答�

２
市
２
町
で
行
っ
て
い
た
が
、
24
年
度
に
水
需

要
の
推
計
を
行
っ
た
結
果
、
諫
早
市
が
半
減
、

長
崎
市
が
ゼ
ロ
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
解
散
に

な
っ
た
。

問�

長
与
町
の
水
資
源
は
大
丈
夫
か
。

答�

水
道
の
中
長
期
計
画
に
着
手
し
、
町
内
河
川
の

水
源
を
確
保
し
整
備
し
て
い
く
。

問�
財
産
処
分
に
つ
い
て
今
後
、
長
与
町
が
負
担
す

る
金
額
は
い
く
ら
か
。

答�

一
括
し
て
繰
り
上
げ
る
償
還
額
３
０
９
０
万

円
、
布
設
し
て
い
る
送
水
管
が
４
３
８
０
万
円

で
あ
る
。

問�

町
の
財
政
に
負
担
を
か
け
て
い
る
。
今
後
は
い

ろ
い
ろ
な
事
業
は
精
査
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
ど
う
か
。

答�

当
時
は
２
市
２
町
で
水
が
不
足
し
て
い
た
。
市

町
村
合
併
な
ど
予
想
が
つ
か
な
か
っ
た
。
最
小

限
の
支
出
で
最
大
の
効
果
を
出
す
こ
と
を
努
力

し
て
い
く
。

問�

布
設
済
送
水
管
の
有
効
利
用
は
ど
う
す
る
の
か
。

答�

第
１
浄
水
場
か
ら
第
２
浄
水
場
ま
で
の
送
水
を

支
援
す
る
。

長崎県南部広域水道企業団　解散
　
２１
年
１0
月
に
本
明
川
ダ
ム
が
「
検
証
ダ
ム
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
た
め
、２２
年
度
か
ら

事
業
を
中
止
し
て
い
ま
す
。長
崎
市
、諫
早
市
、長
与
町
、時
津
町
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

長
崎
市
が
事
業
か
ら
脱
退
す
る
と
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
り
、経
営
が
困
難
に
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
、解
散
の
議
案
が
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

可決
全会一

致

26年度までの事業費と事業を継続した場合の事業費 （円）

費　　　目
Ｈ26までに支払う

事業費
（Ｈ12～Ｈ26）

事業継続に必要な
事業費

（H27～H36）
合　　　計

創設事業費 9億6000万 319億 328億6000万
一般管理費等 8億2535万 9億9454万 18億1989万
企業債元金償還金 3941万 3億4559万 3億8500万
企業債利息 5155万 6億8356万 7億3511万
合　　　計 18億7631万 339億2369万 358億

※金額は一万円未満を端数処理しています。

　町民と議会が直接対話し、まちづくりの課題や議会に関する意見交換の場として、
住民懇談会を開催します。

【懇談のテーマ】
　①まちづくりに関すること　②長与町政に関すること　③長与町議会に関することです。

【申し込みできるのは】
　�　長与町民、その他長与町に関する活動を行う団体で、おおむね10人以上の参加が見込めるグループ
とします。（政治団体、宗教団体および、公益以外の営利目的の団体、公序良俗に反する団体などは、
懇談会の対象となりません。）

【申し込み方法】
　�　「長与町議会住民懇談会申込書」（ホームページからもダウ
ンロードできます）に団体名、会議のテーマ、希望日時、参
加予定人数をご記入いただき、長与町議会事務局にお申し込
みください。FAX、メールでも受け付けます。
　�　申し込み後、開催内容に関する事項について協議させてい
ただきます。

【問い合わせ】　　長与町議会事務局� TEL　801-5700
� FAX　887－2144

住民懇談会の開催を募集
は
っ
さ
く

申込まって
おるぞ！
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議案および賛否
提
案
区
分

議　　　　　　　案
審
議
結
果

饗
庭
敦
子

安
部　

都

内
村
博
法

分
部
和
弘

安
藤
克
彦

金
子　

恵

川
井
哲
雄

森　

謙
二

西
岡
克
之

岩
永
政
則

喜
々
津
英
世

佐
藤　

昇

山
口
憲
一
郎

堤　

理
志

西
田　

敏

河
野
龍
二

吉
岡
清
彦

竹
中　

悟

山
口
経
正

臨
時
会

執
行
機
関

長与町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
平成26年度長与町一般会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

２６
年
１２
月
定
例
会
の
議
案
お
よ
び
賛
否

執
　
　
行
　
　
機
　
　
関

長崎県南部広域水道企業団の解散について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
長崎県南部広域水道企業団の解散に伴う財産処分について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
長崎県南部広域水道企業団規約の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
長与町国民健康保険条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
長与町水道給水条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
長与町公共下水道条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
都市計画道路西高田線切土工事請負契約の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▼ ○ ▼ ○ ○ ※
平成26年度長与町一般会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■ ○ ※
平成26年度長与町国民健康保険特別会計補正予算（第1号）可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
平成26年度長与町水道事業会計補正予算（第１号）可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

議
　
会

長与町老人クラブの拠点となる交流施設の新設に関する請願書 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ▼ ▼ ○ ○ ○ ▼ ▼ ▼ ○ ○ ○ ▼ ▼ ※
長与町新図書館建設にかかる請願書 不採択 ○ ▼ ○ ○ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ○ ▼ ▼ ▼ ○ ○ ○ ▼ ▼ ※
長与町議会委員会条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

〔○賛成　▼反対　■棄権　－欠席〕＊議長は採決に加わらないため「※」で表示

反対討論
●
町
内
に
は
、
各
種
団
体
が
活
動
を
し
て
い
る
。老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
利
便
性
確
保
を
目
的
と
し
た
施
設
の
新
設
は
、

他
団
体
と
の
公
平
性
か
ら
も
問
題
が
あ
る�

（
川
井
）

●
公
共
施
設
は
町
民
の
共
有
財
産
で
あ
り
、
使
用
す
る
場

合
、
借
用
申
請
は
責
務
で
あ
る
。他
団
体
か
ら
も
専
用
施
設

の
建
設
を
求
め
ら
れ
る
。町
も
議
会
も
と
も
に
町
政
の
発
展

と
町
民
福
祉
の
向
上
に
責
任
を
負
っ
て
い
る
。財
政
健
全
化

の
面
か
ら
も
問
題
が
あ
る�

（
喜
々
津
）

賛成討論
●
老
人
ク
ラ
ブ
に
は
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
、町
に
は
医

療
費
の
抑
制
や
被
介
護
者
を
増
や
さ
な
い
課
題
が
あ
る
。請

願
は
経
費
で
は
な
く
投
資
と
考
え
る
べ
き
だ�

（
森
）

●
交
流
施
設
は
有
効
な
施
設
と
な
る
こ
と
は
確
信
す
る
。超

高
齢
化
時
代
に
向
け
て
増
大
す
る
課
題
と
責
任
感
で
の
要

望
で
も
あ
り
、老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
や
る
気
を
削
い
で
は

な
ら
な
い�

（
西
田
）

●
地
域
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
た

め
に
、
町
が
保
有
し
て
い
る
未
利
用
地
の
活
用
、
未
利
用
家

屋
の
活
用
な
ど
、真
剣
に
、誠
実
に
検
討
す
べ
き
だ�

（
内
村
）

反対討論
●
予
定
地
は
大
型
商
業
施
設
の
側
で
あ
り
、買
い
物
つ
い
で
の

利
用
も
で
き
、活
性
化
の
起
爆
剤
と
な
る（
金
子
）
●
親
子
で

遊
べ
る
場
、長
与
の
歴
史
な
ど
学
べ
る
教
育
の
場
で
も
あ
る
。

現
在
地
で
は
高
層
に
な
り
不
便（
安
部
）
●
１５
年
に
現
地
で

図
書
館
・
公
民
館
の
建
設
計
画
が
あ
っ
た
が
、諸
問
題
も
あ
り

中
止
し
た
経
緯
が
あ
る
。現
在
地
で
は
無
理
が
あ
る（
竹
中
）

●
総
合
開
発
審
議
会
や
図
書
館
整
備
計
画
検
討
委
員
会
の

議
論
を
踏
ま
え
て
の
決
断
と
理
解
す
る
。請
願
は
新
し
い
図

書
館
像
を
理
解
し
て
い
な
い（
安
藤
）
●
町
長
の
図
書
館
像
を

聞
き
建
設
場
所
を
議
論
す
べ
き（
森
）
●
町
民
の
関
心
は
、ど

う
い
う
図
書
館
を
つ
く
る
か
に
あ
る
。再
検
討
す
べ
き
は
建
設

場
所
で
な
く
、十
分
な
説
明
と
情
報
公
開
だ（
喜
々
津
）

賛成討論
●
高
台
に
建
設
し
た
場
合
、町
民
が
公
平
に
利
用
で
き
る
の

か
、平
地
と
高
台
の
比
較
な
ど
、住
民
の
立
場
か
ら
の
問
題
が

残
っ
て
い
る（
堤
）
●
憶
測
や
疑
問
が
わ
い
て
い
る
。み
ん
な
で

つ
く
る
図
書
館
で
あ
り
、み
ん
な
の
図
書
館
で
あ
る
。課
題
を

ク
リ
ア
し
な
が
ら
建
設
す
べ
き（
西
田
）
●
現
在
地
で
図
書
館

と
公
民
館
を
合
築
し
、町
有
地
の
有
効
活
用
を
図
る
べ
き
。費

用
ミ
ニ
マ
ム
で
町
民
の
期
待
に
沿
う
新
図
書
館
建
設
を
検
討

す
べ
き（
内
村
）
●
こ
の
問
題
は
、町
の
説
明
不
足
が
原
因
で

あ
る
。新
図
書
館
建
設
が
現
在
地
と
い
う
こ
と
で
な
く
、新
図

書
館
建
設
場
所
の
再
検
討
を
す
る
意
味
で
賛
成（
饗
庭
）

長
与
町
老
人
ク
ラ
ブ
の

拠
点
と
な
る
交
流
施
設
の

新
設
に
関
す
る
請
願

長
与
町
新
図
書
館
建
設
に

か
か
る
請
願

採択

不採択

賛成11：反対7

賛成7：反対11

　

長
与
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
２
階
に
事
務
局
を
構
え
て
い
る
が
、
部
屋
の
使

用
は
社
会
福
祉
協
議
会
へ
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
会
員
や
関
係
者
が
来
て
も
自
由
に
使
用
で
き
る

部
屋
も
な
い
。
会
員
や
高
齢
者
の
交
流
の
場
と
し
て
、

会
合
、
親
睦
交
流
、
子
ど
も
た
ち
と
の
昔
遊
び
な
ど

に
活
用
で
き
る
た
め
の
、
長
与
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
拠
点
と
な
る
施
設
の
新
設
を
求
め
る
。

【
請
願
の
要
旨
】

　

新
図
書
館
の
榎
の
鼻
で
の
建
設
は
、
①
現
在
地
で

の
建
設
検
討
が
不
十
分
②
国
の
機
関
等
に
よ
る
将
来

の
人
口
予
測
な
ど
を
考
慮
す
る
と
過
剰
な
施
設
計
画

③
高
齢
者
な
ど
の
利
用
に
は
平
地
が
望
ま
し
い
④
榎

の
鼻
の
土
地
購
入
は
、
議
会
や
住
民
に
知
ら
さ
れ
な

い
ま
ま
購
入
約
束
を
し
て
い
る
。
詳
細
な
経
緯
の
説

明
が
必
要
│
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
町
長
は
、

現
在
位
置
で
の
新
図
書
館
建
設
を
再
検
討
す
る
こ
と
。

【
請
願
の
要
旨
】

長
与
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

代 

表
　
内
　
田
　
政
　
信

請
願
者

長
与
町
新
図
書
館
を
考
え
る
会

代 

表
　
山
　
本
　
満
　
行

請
願
者



　10月29日、長与町公民館と、長与町ふれあいセンターの二会
場において、第2回目の議会報告会を開催しました。
　長与町公民館では38人の参加で、議会や町政に対する貴重な
ご意見・ご要望をいただき、有意義な報告会となりました。
　長与町ふれあいセンターは、参加者なしという残念な結果に
終わりました。今後、開催方法や広報のあり方などを見直し、
次回開催時は、より多くご来場いただけるよう努力していきます。
　町民皆さまに厚くお礼を申し上げます。

開 催 報 告 内 容
質疑・意見・要望の要旨 回答要旨

新しい図書館は基本条例に沿って論議した上で、以下の事を町長
に要請してほしい。コンパクトシティ計画の全貌の青写真を描い
た上で、図書館検討委員会の内容を要所で活用し、将来の人口規
模、利用人口、少子高齢化、財政規模など30年先を予測し、現在
地と榎の鼻の2案を比較し場所を決定してほしい。

重要性をしっかり受け止めて検討する。

榎の鼻に決まったように受け止めている。高台にあるので老人や
子どもに配慮してほしい。エスカレーター等の設置も良いのでは。
災害時の避難所になるようにしてほしい。高齢者が一日ゆっくり
できる場所にしてほしい。

【意見のみ・回答不要】

図書館について整備検討委員会の有識者の意見が行政を動かす事
が多い。メンバーはどうなっているのか。

県生涯学習課や大学の先生をしている人が委員
長で、図書館協議会、社会教育委員、文化協会、
小中学校の校長先生、保育所、新しい図書館を
想う会、県立図書館課長などである。

整備検討委員会の会議は榎の鼻で進めていくのだろう。土地代に
5億円もかかり町税から出ると思う。場所選定については、もっ
と町民の声を聞いてほしかった。賛成者ばかりではない。

【意見のみ・回答不要】

整備検討委員会のメンバー選定に議会はどう関わっているのか。
女性を30％入れる事が大切だがどうなっているのか。

町長が委嘱するので議会は関わっていない。女
性委員は半数以上である。

議会報告会の回答はホームページに頼らないでほしい。ホームペー
ジは見ない、見れない人が多い。
役場のフロアーに箱を設け、質問を受け付け返せるものは返す。
また議会からの、報告関係もできるようにならないのか。

即答できないが、議会改革の一貫として持ち帰っ
て検討する。

歳入歳出の差額はどう処理されていくのか。基金の残高はいくら
か。民生費の主な内容は。16名になると、いくら削減になるのか。
減員すると手抜きなどデメリットがでるのではないか。

見かけは黒字だが実質単年度収支は少し赤字で
ある。基金残高は約48億円である。民生費は社
会福祉費、障害者福祉費、老人福祉費等である。
議会費は議員報酬6,800万円、職員給与1,800万
円等である。2委員会になるので審議する議案
は増えるが、限られた審議時間で行うのはデメ
リットかなと思う。

議員も老人会に加入し、加入促進をしてほしい。ダメ議員もいる。
長与町をどうするかという議員になってほしい。同じ質問を何回
もしている議員もいる。20名から16名に削減するのだから、安い
報酬を引き上げても良いのでは。

【意見のみ・回答不要】

この報告会は、批判ばかりが耳に残っている。うんざりだ。大変
勉強されてる人、素晴らしい人ばかりいるので、この中から、来
年の選挙に出て、議会改革を進めてほしい。

【意見のみ・回答不要】

※要旨は紙面の都合上、抜粋しています。報告書は町内各公共施設、ホームページでも閲覧できます。

第2回議会報告会を開催
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〝
長
与
の
歴
史
を
写
真
で
語
る
〟

　
議
会
だ
よ
り
の
『
新
企
画
』
と
し
て
、
表
紙
に
町
民
皆
さ
ま
か
ら
提
供
さ
れ
た

貴
重
な
写
真
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、お
礼
を
込
め
、表
紙
に
で
き
な
か
っ
た
写
真
の
一
部
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　
提
供
写
真
は
総
数
６１
枚
で
し
た
。

◆
写
真
を
提
供
さ
れ
た
皆
さ
ま

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�　
松
浦　

�

正
博�

様　
吉
無
田
郷

　
深
堀　

�

安
代�

様　
吉
無
田
郷

　
中
上　

�

鉄
郎�

様　
ま
な
び
野

　
木
村　

�

實　

�

様　
嬉
里
郷

　
野
田�

美
弥
子�

様　
嬉
里
郷
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委
員
長 

饗　

庭　

敦　

子

副
委
員
長 

堤　
　
　

理　

志

委　
　

員 

金　

子　
　
　

恵

 

川　

井　

哲　

雄

 

喜
々
津　

英　

世

 

森　
　
　

謙　

二

議
会
広
報
調
査

特
別
委
員
会

編
集
後
記

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
お
健
や

か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国

体
・
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
大
会
が
盛

会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。「
長

与
町
の
大
会
運
営
や
お
も
て
な
し
は

大
変
素
晴
ら
し
か
っ
た
」
と
の
声
が

た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
た
と
の
こ
と
で

と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
任
期
も
残
す
と
こ
ろ
あ

と
４
カ
月
と
な
り
ま
し
た
。
広
報
委

員
会
と
し
て
皆
さ
ま
の
期
待
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
、
最
後
の
１
５
３
号
に

全
力
投
球
い
た
し
ま
す
。

（
饗
庭　

敦
子
）

　前号151号の “傍聴席から” の文中に、新図書館は駐車
場が400台計画していると受け取れる記載がありました。
この駐車台数について、読者から事実確認の問い合わせが
ありました。町の図書館基本構想策定委員会は、新図書館
の全体像の検討に入ったばかりであり、現段階で駐車台数
は未定となっています。

初めて傍聴しました。い
ろんな意見がでていた。
小さい子どもからお年寄
りの件など、いろいろと
町内の問題がわかりま
した。子ども達の給食ア
レルギー等もよくわかり
ました。学童に関しては、
早めの解決を望みます。

（40代・女性）

（傍聴席からの記事は原則、原文を尊重しています。）

「傍聴席から」記事への疑問 へ回答

議長交際費 26年10月1日から12月31日までの
総額と件数

寸志・慶祝など …………25,000円（ 4件）

視察研修土産代 …………  3,024円（ 1件）

83,384円（ 9件）　　　　　支出合計

弔慰……………………… 55,360円（ 4件）
（生花スタンド・香典など）
激励カンパ ……………… 0円（ 0件）

初めて傍聴しました。い
ろんな意見がでていた。
小さい子どもからお年寄
りの件など いろいろとりの件など、いろいろと
町内の問題がわかりま
したしたしたたしたたた。子。子子。子。子子ども達の給食ア
レルレルレルレルレルレルレルレルギーギーギーギーギーギーギーー等も等も等も等も等も等も等も等もよくよくよくよくよくよくよくよくわかわかわかわかわかわかわかわかりりりりりりりり
ましましましましましましましましましましまししま た。たた。た。た。た。た。た。たたた。た。たたた。。学童学学学学学学学学学 に関関してしてしててしてしてててししててしし は、ははははははははは
早め早め早め早め早め早めの解の解の解の解の解の解の 決を決を決を決を決を決を望み望み望み望み望み望望みますますますますますますす。。。。。。。

（4（4（40代0代代0代代代代代代代代代・女・女・女女性）性）性）性）

次の定例会は次の定例会は３３月上旬の予定です月上旬の予定です 傍聴をお待ちしています

傍聴席から

皆さまの声は抜粋、要約させていただきました。たくさんのご意見ありがとうございました。

12月議会の傍聴者は　　
　　延べ 101人 でした

　避難訓練は、自主防災組織（自治会活動）が中心になって行われると
のことだが、議員の質問にもあったように、災害の場合に日頃訓練され
た人でないと、とっさの行動ができないというのが、成る程と思う。
　自治会に任せるのではなく、町がモデル地区を指定して訓練の範囲を
広げていくことが重要であると考える。町の旗振り・指導をお願いしたい。
　また、先般配布されたハザードマップは、適用範囲や危険区域の指定
など、一般の町民にわかりやすい説明をお願いしたい。（町のリーダーシッ
プに期待） （70代　男性）

・議員使用のマイクは座った状態での設定になっているので、立って質
問するのであればスタンド式に変更したらいかがですか。（声が良く通
る人と通らない人がいる）
・午後の議会開始時刻は統一してほしい。（13：00と13：15）
・午前、午後とも、休憩時間の15分は長いので、10分くらい以内にして
ほしい。 （70代　男性）

　一般質問の中で、防
災情報が問われたが、
今後、町内の危険場所
の説明などを町報で詳
細に公表してもらえれ
ばと思います。
　駐車場対策は、武道
館裏の空地の開放が必
要なのではないか。現
在図書館は不足してい
る。教育委員会とか、
他の課の責任ではなく、
常時利用できるように
開放してもらいたい。

（70代　男性）

だ
よ
り

な
が
よ

町
議
会

■
発
行
／
長
崎
県
西
彼
杵
郡
長
与
町
議
会  

発
行
責
任
者
／
議
長 

山
口 

経
正  

編
集
／
長
与
町
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

〒
851‒2185  TEL（

095）883ｰ1111 FA
X（
095）887ｰ2144

この「ながよ町議会だより」は、環境に配慮し再生紙と揮発性有機化合物を一切含まない
NON-VOCベジタブルインキで印刷されています。
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